
高速道路網の早期整備への熱き思いを伝える高速道路網の早期整備への熱き思いを伝える

　京丹後市・舞鶴市・宮津市・野田川町・加悦町・岩滝

町・伊根町で構成する「丹後・地域高規格道路推進協

議会」（会長・中山京丹後市長）が、１月27日、谷垣禎

一財務大臣、自民党・道路調査会長の石原伸晃衆議

院議員をはじめ、国土交通省道路局長など関係者を

訪ね、高速道路の整備について要望を行いました。

2006
平成18年

3月号
◆市の組織・機構を再編

◆蒲井・旭地域振興計画（案）を策定

◆京都ファイアーバーズと

　　連携・協力に関する包括協力協定を締結

京丹後市の京丹後市の

　さらなる発展に向け　さらなる発展に向け

高速道路網の早期整備への熱き思いを伝える

京丹後市の

　さらなる発展に向け

主な内容

谷
垣
財
務
大
臣（
中
央
）に
要
望
書
を

手
渡
す
中
山
京
丹
後
市
長（
中
央
右
）

石
原
伸
晃
衆
議
院
議
員（
右
）

中
山
京
丹
後
市
長（
左
）
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市
で
は
、
こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
「
京

丹
後
市
総
合
計
画
」
を
強
力
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
職
員
の
削
減
に
応
じ
て
組
織
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
役
所
の
組
織
・

機
構
を
こ
の
四
月
に
再
編
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

　
本
改
革
は
、
▽
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
に
本
庁
機
能
を
充
実
、
▽
行
財

政
改
革
に
対
応
し
な
が
ら
市
民
の
み
な
さ
ん

の
声
を
よ
り
反
映
す
る
組
織
づ
く
り
を
柱
に

実
施
。 

　
再
編
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
五
月
に
公
開

し
た
改
革
素
案
に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
協
議
を

重
ね
て
き
た
も
の
で
、
「
部
」
は
九
部
か
ら
八

部
と
一
職
（
医
療
改
革
推
進
政
策
監
を
設
置
）

に
、
ま
た
「
課
」
は
七
課
減
一
課
増
と
し
、

行
政
機
能
の
効
率
化
と
総
合
的
な
強
化
充
実

を
図
り
ま
す
。 

         

　
現
在
の
医
療
事
業
部
を
再
編
し
、
病
院
の

管
理
は
一
元
的
に
病
院
組
織
に
お
い
て
行
う

と
と
も
に
、
全
般
的
な
管
理
の
あ
り
方
と
あ

わ
せ
て
、
患
者
さ
ん
本
位
の
病
院
改
革
を
本

格
的
に
行
う
「
医
療
改
革
推
進
政
策
監
」
の

職
を
配
置
し
ま
す
。 
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新しいまちづくりを実現するために本庁機能を充実 

　行財政改革に対応しながら 

　　市民のみなさんの声をより反映できる組織づくり 

市の組織・機構を再編 
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を 

　
　
　
　
実
現
す
る
た
め
に 

　
　
　
　
　
　
　
本
庁
機
能
を
充
実
強
化 

４月１日から 

「
医
療
改
革
推
進
政
策
監
」
の
職
を
配
置 

組
織
改
革
の
主
な
特
徴

組
織
改
革
の
主
な
特
徴 

組
織
改
革
の
主
な
特
徴 

京丹後市組織・機構図（庁舎別）京丹後市組織・機構図（庁舎別） 京丹後市組織・機構図（庁舎別）京丹後市組織・機構図（庁舎別） 京丹後市組織・機構図（庁舎別） 

峰　山 
市民局 

（
市
長
直
轄
） 

 

宮庁舎 峰山庁舎 市　長 

助　役 収入役 

議　会 

保健福祉部 
 (福祉事務所） 

総　務　部 

議
会
事
務
局 

弥
栄
病
院        

久
美
浜
病
院       

保
育
所 

 
　 企画政策部 

市
民
福
祉
課 

健
康
推
進
課 

高
齢
者
福
祉
課 

障
害
者
福
祉
課 

生
活
福
祉
課 

税
　
務
　
課 

財
産
管
理
課 

財
　
政
　
課 

秘
書
広
報
広
聴
課 

医
療
改
革
推
進
政
策
監 

総
　
務
　
課 

会
計
課 

地
域
事
業
課 

子
育
て
支
援
課 

議
会
総
務
課 

企
画
推
進
課 

情
報
政
策
課 

総
合
戦
略
課 

行
財
政
改
革
推
進
課 

人
　
事
　
課 

農
業
委
員
会 

農
業
委
員
会
事
務
局 

農林水産部 生活環境部 

大
宮
診
療
所        

五
十
河
診
療
所 

間
人
診
療
所 

野
間
診
療
所 

佐
濃
診
療
所    

市
　
民
　
課 

医
療
保
険
課 

環
境
推
進
課 

農
村
調
整
課 

農
村
振
興
課 

農
村
整
備
課 

最
終
処
分
場 

衛
生
セ
ン
タ
ー 

斎
場 

固定資産評価審査委員会 

監査委員 

公平委員会 

選挙管理委員会 

監査委員事務局 

大宮庁舎 

市
民
福
祉
課 

大　宮 
市民局 
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こ
の
四
月
か
ら
本
格
的
に
推
進
し
て
い
く
「
京

丹
後
市
総
合
計
画
」
の
実
現
を
は
じ
め
、
市
の

重
要
施
策
に
つ
い
て
、
各
部
と
の
総
合
調
整
を

一
体
的
に
行
い
な
が
ら
政
策
を
強
力
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
企
画
政
策
部
に
「
総
合
戦
略

課
」
を
新
設
し
ま
す
。 

　
「
総
合
戦
略
課
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
特
区
や
地
域
再
生
、

Ｕ
タ
ー
ン
促
進
対
策
を
は
じ
め
、
国
・
府
事
業

メ
ニ
ュ
ー
の
積
極
的
な
発
掘
や
活
用
、
複
数
の

課
に
ま
た
が
る
事
業
を
横
断
的
に
推
進
す
る
な

ど
、
総
合
的
、
戦
略
的
に
政
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。 

  

　
海
や
漁
村
を
舞
台
と
し
て
観
光
な
ど
と
連
携

し
た
新
し
い
振
興
策
を
中
心
の
一
角
に
据
え
て
、

漁
業
・
海
業
の
全
体
的
な
振
興
を
行
う
「
海
業

（
う
み
ぎ
ょ
う
）
水
産
課
」
に
改
称
（
現
水
産

課
）
し
、
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
所

管
は
農
林
水
産
部
に
移
管
し
ま
す
。 

   

　
観
光
・
産
業
の
振
興
の
た
め
の
資
源
の
掘
り

起
こ
し
や
、
そ
の
魅
力
を
大
都
市
圏
へ
発
信
す

る
取
り
組
み
に
加
え
、
薬
草
や
丹
後
ち
り
め
ん

ブ
ラ
ン
ド
、
絹
な
ど
新
た
な
丹
後
ら
し
い
魅
力

の
発
掘
や
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

魅
力
を
大
都
市
圏
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
近
隣

市
町
村
に
も
発
信
し
、
地
産
地
消
の
推
進
を
図

る
な
ど
、
丹
後
の
魅
力
を
総
合
的
に
振
興
す
る

た
め
「
丹
後
の
魅
力
総
合
振
興
課
」
に
改
称
（
現

丹
後
の
魅
力
発
信
拠
点
整
備
推
進
室
）
し
、
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。 

   

　
現
在
、
久
美
浜
庁
舎
に
配
置
し
て
い
ま
す
「
農

業
委
員
会
事
務
局
」
を
農
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
も
あ
り
、
農
林
水
産
部
の
あ
る
大
宮
庁
舎
に

移
転
し
ま
す
。
ま
た
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
を
「
情

報
政
策
課
」
に
改
称
す
る
と
と
も
に
、
網
野
庁

舎
か
ら
峰
山
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。 

     

　
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
組
織
と
す
る
た
め

に
、
「
本
庁
」
は
事
務
事
業
を
見
直
す
中
で
、

計
画
の
立
案
・
調
整
・
政
策
の
推
進
な
ど
を
中

心
に
行
う
組
織
と
し
、
機
能
と
人
員
を
集
約
し

ま
す
。 

　 

   

　
「
市
民
局
」
は
、
窓
口
業
務
を
整
理
す
る
中

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
、
身

近
な
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
提
供
す
る
機
関
と
位

置
づ
け
、
一
つ
の
窓
口
で
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
よ
う
に
、
「
地
域
総
務
課
」
と
「
地
域

福
祉
課
」
を
統
合
し
て
「
市
民
福
祉
課
」
と
し
、

現
在
の
三
課
を
「
市
民
福
祉
課
」
と
「
地
域
事

業
課
」
の
二
課
体
制
と
し
ま
す
。 
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行
財
政
改
革
に
対
応
し
な
が
ら 

　
　
　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を 

　
　
　
　
よ
り
反
映
で
き
る
組
織
づ
く
り 

「
農
業
委
員
会
事
務
局
」
を
大
宮
庁
舎
に 

「
情
報
政
策
課
」
を
峰
山
庁
舎
に
移
転 

市
民
局 

　
　
現
在
の
三
課
か
ら
「
市
民
福
祉
課
」
と 

　
　
「
地
域
事
業
課
」
の
二
課
体
制
に
再
編 

「
丹
後
の
魅
力
総
合
振
興
課
」
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
称
・
機
能
充
実 

「
海
業
水
産
課
」
に
改
称
・
機
能
充
実 

「
総
合
戦
略
課
」
を
新
設 

丹後庁舎 網野庁舎 大宮

地
域
事
業
課 

大
宮
教
育
分
室 

地
域
事
業
課 

市
民
福
祉
課 

大　宮
市民局

久美浜庁舎 弥栄庁舎 消　　防 教育委員会 

教　育　長 

教育委員会 
事　務　局 

学
校
教
育
課 

社
会
教
育
課 

文
化
財
保
護
課 

教
育
総
務
課 

上　下 
水道部 

建　設　部 商工観光部 

地
域
事
業
課 

市
民
福
祉
課 

商
工
振
興
課 

観
光
振
興
課 

管
理
課 

土
木
課 

都
市
計
画
・
建
築
住
宅
課 

水
道
課 

下
水
道
課 

丹
後
の
魅
力
総
合
振
興
課 

網　野 
市民局 

（
農
林
水
産
部
） 

市
民
福
祉
課 

地
域
事
業
課 

海
業
水
産
課 

丹　後 
市民局 

市
民
福
祉
課 

地
域
事
業
課 

久美浜 
市民局 

市
民
福
祉
課 

地
域
事
業
課 

弥　栄 
市民局 

峰　山 
消防署 

消　防 
本　部 

網
野
分
署 

久
美
浜
分
署 

竹
野
川
分
遣
所 

青枠は変更箇所 

峰
山
教
育
分
室 

大
宮
教
育
分
室 

網
野
教
育
分
室 

丹
後
教
育
分
室 

弥
栄
教
育
分
室 

久
美
浜
教
育
分
室 

幼
稚
園 

図
書
館 

学
校 

給
食
セ
ン
タ
ー 
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『夢と自然に抱かれた長者村』を将来像に 

－手付かずからの脱却－ 

蒲井・旭地域振興計画（案）を策定 

「
発
電
所
設
置
の
た
め
の
事
前
調
査
」
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撤
回
を
申
し
入
れ 

観光から“観交”へ 

漁業から海業へ 

農業から“能業”へ 

市道蒲井旭線改良 

府道久美浜気比線改良 

トラフグ陸地養殖施設整備 

蒲井海岸海浜汀線整備 

風蘭の館整備 

蒲井谷川、家の奥川の改修 

住宅団地整備計画 

「風蘭の里まつり」の支援 

地域リーダーの養成 
“観交”と地域を支える地域活動 

“観交”と地域を支える環境整備 

地域を引っ張る“観交” 

“観交”を支える海業 

“観交”と生活を支える道路 

新しい産業の創造 
「
夢
と
自
然
に
抱
か
れ
た
長
者
村
」 

《将来像》 《基本計画》 《主な施策》 

地域づくりの柱と施策の体系図 

　
市
で
は
、
旧
久
美
浜
町
時
代
に

関
西
電
力
株
式
会
社
か
ら
原
子
力

発
電
所
設
置
の
た
め
の
「
事
前
調

査
の
申
し
入
れ
」
を
受
け
て
い
た

久
美
浜
町
の
蒲
井
（
か
ま
い
）
・
旭

地
区
に
お
い
て
、
原
発
立
地
推
進

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
同
地
域
の

振
興
を
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
た
「
蒲
井
・
旭
地
域

振
興
計
画
（
案
）
」
を
こ
の
た
び
策

定
し
ま
し
た
。 

 

　
蒲
井
・
旭
地
区
に
お
け
る
原
子

力
発
電
所
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、

関
西
電
力
株
式
会
社
か
ら
旧
久
美

浜
町
に
対
し
発
電
所
設
置
の
た
め

の
事
前
調
査
の
申
し
入
れ
を
昭
和

五
十
年
五
月
に
受
け
て
か
ら
、
地

元
地
区
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く

の
論
争
が
長
年
に
わ
た
っ
て
繰
り

広
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
同
地
域
で
の

振
興
施
策
は
明
確
に
さ
れ
な
い
ま

ま
三
十
年
以
上
が
経
過
し
、
地
元

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
将
来
に
対

す
る
不
安
が
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
昨
年
一
月
か
ら
地
元

組
織
の
「
蒲
井
・
旭
電
源
問
題
及

び
活
性
化
対
策
協
議
会
」（
平
尾
穂

積
会
長
）
と
協
議
を
重
ね
て
い
く

中
で
、
地
元
の
思
い
を
積
み
上
げ

て
同
計
画
（
案
）
を
策
定
。
ま
た
、

地
域
の
み
な
さ
ん
や
行
政
、
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
て
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
に
勤
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
関
西
電
力
株
式
会
社
に

対
し
て
二
月
九
日
に
、
事
前
調
査

の
申
し
入
れ
の
撤
回
を
お
願
い
し

ま
し
た
。 

 

　
「
蒲
井
・
旭
地
域
振
興
計
画
（
案
）」

で
は
、
「
夢
と
自
然
に
抱
か
れ
た
長

者
村
」
を
将
来
像
に
、
▽
新
し
い

産
業
の
創
造
、
▽
「
観
交
」
と
生

活
を
支
え
る
道
路
、
▽
「
観
交
」

を
支
え
る
海
業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）
、

▽
地
域
を
引
っ
張
る
「
観
交
」
、
▽

「
観
交
」
と
地
域
を
支
え
る
環
境

整
備
、
▽
「
観
交
」
と
地
域
を
支

え
る
地
域
活
動
の
六
つ
の
視
点
を

重
点
に
、
豊
か
な
自
然
と
先
人
が

築
き
あ
げ
た
歴
史
、
文
化
な
ど
地

域
資
源
と
観
光
を
有
機
的
に
結
び

つ
け
た
新
た
な
産
業
に
よ
り
、
人

や
も
の
が
行
き
か
う
特
色
あ
る
こ

の
地
域
な
ら
で
は
の
交
流
社
会
の

形
成
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。 

 

※長者村 
　旭地区にあった、宝物
や金のにわとりが埋めて
あるという「朝日長者の
屋敷跡」伝説に基づくも
のとして、この地域に住
んでいるかた、また訪れ
るかたすべてが主人公で
あるということを意味し
ます。 

   

　
従
来
の「
見
る
」観
光
か
ら
、各
産

業
の
有
機
的
な
結
び
つ
き
を
強
め
、

「
交
流
」
を
中
心
と
し
た
観
光
を
推

進
す
る
観
点
か
ら
、「
観
光
か
ら
“
観

交
”
へ
」（
観
光
と
交
流
を
掛
け
合

わ
せ
た
造
語
）、「
漁
業
か
ら
海
業
へ
」、

「
農
業
か
ら
“
能
業
”
へ
」（
定
住
化

対
策
な
ど
農
地
の
有
効
活
用
に
知

恵
を
絞
ろ
う
と
の
思
い
を
表
わ
し

た
造
語
）
、
住
民
意
識
の
変
革
と
地

域
で
の
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

   

　
交
流
を
促
進
し
、
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
府
道

の
整
備
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
に

積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。 

    

観
光
資
源
の
開
発
と
漁
業
と
し

て
の
安
定
経
営
を
め
ざ
し
、
新
た

な
産
業
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

ト
ラ
フ
グ
の
陸
地
養
殖
施
設
の
整

備
を
検
討
。
ま
た
、
蒲
井
海
岸
の

浸
食
防
止
事
業
に
も
努
め
ま
す
。 

 

    

　
「
風
蘭
の
館
」
を
地
域
振
興
の

中
核
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
宿

泊
棟
や
温
泉
棟
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
訪
れ
る
か
た
の
心
を
癒
（
い

や
）
す
美
し
い
景
観
づ
く
り
や
施

設
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ

の
村
だ
け
の
特
別
な
魅
力
が
発
信

で
き
る
感
動
の
体
験
づ
く
り
の
提

供
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

    

　
蒲
井
地
区
の
河
川
改
修
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
区
内
を
通
る
府
道

の
拡
幅
や
、
荒
廃
し
た
農
地
を
利

用
し
た
都
市
住
民
と
の
交
流
促
進

や
定
住
対
策
と
し
て
の
住
宅
団
地

の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

     

住
民
の
み
な
さ
ん
が
主
体
的
に

参
加
し
、
自
ら
の
手
で
地
域
像
を

創
造
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
を

さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
若

者
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 
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７企画第1689号 
平成18年２月９日 

 関西電力株式会社 
 取締役社長　　森　　詳　介　様 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京丹後市長　　中　山　　　泰　 
  
　　　 久美浜原子力発電所立地問題に関する申し入れについて 
  
 立春の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
 本市は、平成16年４月に旧６町（峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久
美浜町）が合併してできた市でありますが、旧久美浜町時代の昭和50年から始まっ
た久美浜原子力発電所立地問題は、30年間もの長い期間を経過した現在、大きな転
機に来ているものと認識しています。ひとつには、立地の地元である蒲井・旭地区の
住民の皆さんには、この30年間、原発計画のせめぎ合いの中で地域振興施策が明確
に煮えきらないままの現状を前に、将来に対する不安感が広がっています。 
  
 一方、合併して誕生した本市におきましては、特に旧久美浜町以外の住民に久美浜
原発立地の理解を求めていくことは少なからず困難であると思っております。また、
わが国の電力需要はピークを越え、エコエネルギーの拡大や電力の自由化、また、将
来の人口減少を考慮すると巨費を必要とする新たな電源開発は困難になっていくもの
といわれており、仮にこのまま久美浜原発計画が進められるとしても、その稼動まで
には相当な時間を要するものと推察しており、その間は、賛否はさておいても立地に
よる本格的な地域の振興を十分に望むこともかなわないと思われます。 
  
 このような状況の中、この間、長年にわたり、両地区はじめ旧久美浜町において立
地推進賛成、同反対それぞれの立場からこの問題を巡り様々な活動や地域をあげて大
変数多くの論争や葛藤等があったものであり、そしてそれは、思いの内容はたがうと
はいえ、賛成の皆さん、反対の皆さんともに、地域の将来の振興に対するそれぞれ熱
い篤い思いのゆえに尽くされた尊いエネルギーであり、この思いの積み重ねの大きさ、
熱さ、尊さを行政として真摯に受け止めていくことが極めて重要であると考えていま
す。 
 このため、行政としては、昨年から、立地地域であり本問題を巡る活動の中心地域
である蒲井・旭地区を中心とする地域の振興計画について、地元住民の皆さんと私ど
もとの度重なる協議を重ねながら検討を進め、今般、地元としての計画案「蒲井・旭
地域振興計画」を策定したところであります。 
  
 私どもは、国の原子力政策を否定するものでは全くありませんし、御社が行われて
きた既発電所立地箇所への地域振興等の社会貢献について高く評価しているものです。
ただ、上述のような現在の諸般の情勢を勘案するとともに、この機会に、立地地元住
民の皆さんのこれまでの長期間に及ぶ深甚なご労苦やご心労を真剣に受け止め、昨年
１２月に策定した本市の新しいまちづくりのための「第1次京丹後市総合計画」をも
踏まえつつ、地元計画案を尊重し、この間ともすれば本格的には手付かずにせざるを
えなかったこの地域を中心とする地域振興にすみやかに取り掛かることが大変重要で
あると考えています。 
  
 以上のような経過と状況を踏まえ、今回、30年間に及ぶ久美浜原発立地問題に終
止符を打ち、住民の皆さんがこれ以上この問題を引きずることなく、新たに心を一つ
にして行政はじめ関係者とともに一丸となって将来のまちづくりに勤しむことができ
ますよう、昭和50年５月20日付け、関立発第９号で御社より当時の久美浜町長にい
ただきました「発電所設置のための調査方お願いについて」の文書につきまして、こ
の機会に撤回をしていただきますようお願い申し上げるものであります。 
 
　御社のお答えを速やかにいただきますようよろしくお願いいたします。 
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蒲井海岸 
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市
で
は
、
野
球
解
説
者
の
江
本

孟
紀
さ
ん
が
監
督
を
務
め
、
今
年

か
ら
本
格
的
に
活
動
を
開
始
す
る

社
会
人
野
球
ク
ラ
ブ
「
京
都
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
」
と
、
相
互
の
発
展
と
地

域
の
活
性
化
を
図
る
「
連
携
・
協

力
に
関
す
る
包
括
協
力
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。 

　
同
協
定
で
は
、
峰
山
球
場
（
峰

山
町
荒
山
）
を
準
本
拠
地
と
し
て

利
用
し
、
試
合
や
練
習
を
行
う
こ

と
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

の
み
な
ら
ず
、
教
育
、
福
祉
、
文

化
の
向
上
な
ど
幅
広
い
分
野
で
地

域
の
活
性
化
に
関
し
て
互
い
に
連

携
・
協
力
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

　
「
京
都
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
は
、
関

西
圏
の
中
で
も
高
校
野
球
や
大
学

野
球
が
盛
ん
な
京
都
を
舞
台
と
し

て
、
野
球
界
の
活
性
化
や
地
域
振

興
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
野
球

の
底
辺
拡
大
と
若
者
の
夢
を
支
援

し
よ
う
と
、
昨
年
十
一
月
に
設
立
。

京
都
市
内
を
本
拠
地
と
し
て
京
都

府
野
球
連
盟
に
加
盟
し
、
三
月
か

ら
公
式
戦
へ
参
加
さ
れ
る
も
の
で
、

登
録
選
手
三
十
六
人
に
は
京
丹
後

市
出
身
の
木
成
雄
三
さ
ん
、
藤
原

将
広
さ
ん
、
吉
岡
伸
吾
さ
ん
の
三

人
も
所
属
し
て
い
ま
す
。 

　
二
月
十
四
日
に
、
峰
山
地
域
公

民
館
で
行
っ
た
「
包
括
協
力
協
定

調
印
式
」
で
は
、
江
本
さ
ん
と
同

球
団
代
表
の
樋
口
直
人
さ
ん
、
中

山
市
長
が
協
定
書
に
署
名
を
行
う

と
と
も
に
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
、

相
互
の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
中
山
市
長
は
「
自
治
体
と
球
団

が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
新
し
い
協

力
の
形
で
相
互
に
発
展
を
め
ざ
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
江
本
さ
ん

は
「
峰
山
球
場
は
す
ば
ら
し
く
、

若
い
選
手
を
後
押
し
し
て
い
た
だ

き
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。

野
球
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
相
互
に
協
力
し
て
、
京

丹
後
市
の
地
域
振
興
に
役
立
て
た

ら
う
れ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
そ
の
後
、
市
内
で
行
わ
れ
る
球

団
の
活
動
を
市
民
で
支
え
て
い
こ

う
と
、
福
祉
や
教
育
、
観
光
な
ど

多
彩
な
分
野
の
団
体
関
係
者
の
み

な
さ
ん
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
準
備
会
に
よ
り
、
同
球
団
の

支
援
組
織
設
立
に
か
か
る
説
明
会

が
開
か
れ
、
野
球
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

に
幅
広
く
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

京都ファイアーバーズと連携・協力に関する 
　　　　　　　　　　　　　包括協力協定を締結 

700700人の来場者に人の来場者に 

　　　　 　熱き語らい　熱き語らい 

700人の来場者に 

　　 　熱き語らい 

1971年　ドラフト外で東映フライヤーズ入団 

1972年　南海ホークスへ移籍　野村克也監督兼捕手のもと、

才能を開花。この年16勝をマークし、1973年の

リーグ優勝（胴上げ投手）に貢献。 

1976年　阪神タイガース移籍（1981年引退） 

1992年　参議院比例代表選出で初当選 

1998年　参議院比例代表選出で再選 

2005年　社会人野球クラブチーム「京都ファイアーバーズ・

ベースボールクラブ」を結成 

江本孟紀さん　プロフィール 

協定書に調印し、固い握手を交わす 

江本孟紀さん（左）と中山市長 

スクラムを組み新しい協力の形で相互に発展をめざす 

幅広い分野で支援組織の設立を 

　
包
括
協
力
協
定
の
締
結
を
記
念

し
て
、
調
印
式
後
に
京
都
府
丹
後

文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
、

「
江
本
孟
紀
の
熱
き
語
ら
い
」
と

題
し
て
、
江
本
さ
ん

の
講
演
会
を
開
き
、

約
七
百
人
の
か
た
が
、

「
夢
」
を
持
ち
歩
き
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い

て
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
野

球
組
織
の
違
い
や
、
ア
メ
リ
カ
で

は
小
さ
な
町
で
、
地
元
に
密
着
し

た
球
団
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
解
説
。

「
野
球
教
室
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

的
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
京
丹
後
市
と
フ

ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ
の
名

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
」
と
熱
く

語
ら
れ
ま
し
た
。
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望まれる早期の 

　　　高速道路網の整備を 

　　　　　　　　強く要望 

 
石原伸晃衆議院議員 

谷口博昭国土交通省道路局長 

谷垣禎一財務大臣 

（自民党・道路調査会長） 

　
丹
後
地
域
に
お
け
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
状
況
は
、

平
成
六
年
十
二
月
に
指
定
を
受
け
た
鳥
取
市
か
ら
豊
岡

市
を
経
て
京
丹
後
市
・
宮
津
市
を
結
ぶ
延
長
約
一
二
〇

㌔
メ
ー
ト
ル
の
地
域
高
規
格
道
路
で
あ
る
「
鳥
取
豊
岡

宮
津
自
動
車
道
」
に
つ
い
て
は
現
在
、
宮
津
ー
野
田
川

間
（
宮
津
野
田
川
道
路
）
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
宮
津
市
須
津
か
ら
大
宮
町
森
本
を
結
ぶ
「
野

田
川
大
宮
道
路
」（
四
・
三
㌔
メ
ー
ト
ル
）
が
、
整
備
区

画
に
格
上
げ
さ
れ
、
来
年
度
の
事
業
化
に
向
け
て
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
京
都
府
の
南
北
を
結
ぶ
「
京
都
縦
貫
自
動
車

道
」（
京
都
市
か
ら
宮
津
市
ま
で
の
延
長
約
一
〇
〇
㌔
メ

ー
ト
ル
）
は
、
約
六
三
％
が
開
通
し
、
引
き
続
き
沓
掛

〜
大
山
崎
、
丹
波
〜
綾
部
間
に
お
い
て
整
備
が
進
め
ら

れ
、
全
線
が
完
成
す
れ
ば
京
都
か
ら
宮
津
ま
で
の
所
要

時
間
は
現
在
の
約
半
分
（
約
九
〇
分
）
に
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
完
成
は
ま
だ
遠
く
、
京
丹
後

市
で
は
、
京
阪
神
か
ら
全
国
へ
と
つ
な
が
る
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
形
成
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
と
「
京
都

縦
貫
自
動
車
道
」
の
早
期
整
備
を
重
要
な
課
題
と
位
置

づ
け
、
近
隣
市
町
と
一
体
と
な
り
国
や
京
都
府
に
対
し

要
望
活
動
を
精
力
的
に
行
う
な
ど
、
一
日
も
早
い
完
成

を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
「
高
規
格
幹
線
道
路
」 

　
自
動
車
が
高
速
で
走
れ
る
よ
う
な
構
造
の
道
路
。
高

速
自
動
車
国
道
や
本
州
四
国
連
絡
道
路
な
ど
一
般
国
道

の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
も
の
を
加
え
た
、

お
よ
そ
一
万
四
千
㌔
メ
ー
ト
ル
で
全
国
的
な
高
速
交
通

網
を
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

谷
口
国
土
交
通
省
道
路
局
長
（
中
央
）

中
山
京
丹
後
市
長
（
中
央
右
） 

谷垣財務大臣（中央）、中山京丹後市長（右） 

石
原
伸
晃
衆
議
院
議
員
（
中
央
） 

中
山
京
丹
後
市
長
（
左
） 

糸
井
岩
滝
町
長
（
右
） 

　
京
丹
後
市
・
舞
鶴
市
・
宮
津
市
・
野
田
川
町
・
加
悦
町
・

岩
滝
町
・
伊
根
町
で
構
成
す
る
「
丹
後
・
地
域
高
規
格
道

路
推
進
協
議
会
」（
会
長
・
中
山
京
丹
後
市
長
）
は
、
一
月

二
十
七
日
、
谷
垣
禎
一
財
務
大
臣
、
自
民
党
・
道
路
調
査

会
長
の
石
原
伸
晃
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
谷
口
博
昭
国

土
交
通
省
道
路
局
長
な
ど
関
係
者
を
訪
ね
、
高
速
道
の
整

備
に
つ
い
て
強
く
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

　
要
望
内
容
は
、 

　
一
、「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」
の
▽
整
備
区
間
（
宮

津
〜
野
田
川
間
）
の
早
期
完
成
、
▽
整
備
区
間
（
野

田
川
〜
大
宮
間
）
の
来
年
度
事
業
着
手
、
▽
調
査
区

間
（
大
宮
〜
網
野
間
）
の
早
期
整
備
区
間
へ
の
格
上

げ
、
▽
無
指
定
区
間
（
網
野
〜
豊
岡
間
）
の
早
期
調

査
区
間
へ
の
格
上
げ
、
▽
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の

予
算
確
保
。 

　
二
、「
京
都
縦
貫
自
動
車
道
」
の
丹
波
綾
部
道
路
（
約
二

六
・
六
㌔
メ
ー
ト
ル
）
の
早
期
整
備
の
重
要
性
を
主

唱
。 

　
中
山
京
丹
後
市
長
は
「
産
業
・
観
光
な
ど
の
発
展
や
生

活
の
向
上
の
た
め
に
は
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の

速
や
か
な
整
備
が
不
可
欠

で
あ
り
、
早
く
何
と
か
し

て
ほ
し
い
。
地
元
市
町
と

し
て
も
最
大
限
の
支
援
・

協
力
を
す
る
」
と
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

早
期
整
備
を
要
請
し
ま
し
た
。 

　
※
野
田
川
町
・
加
悦
町
・

岩
滝
町
は
、
三
月
一

日
に
合
併
し
「
与
謝

野
町
」
に
な
り
ま
し
た
。 
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Ｔ
Ａ
Ｎ
　
リ
ン
ピ
ッ
ク 

５ 

タ

ン

ゴ

 

５ 

　
市
で
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら
職
員
に
よ
る
全

庁
的
な
「
職
場
改
革
改
善
運
動
『
Ｔ
Ａ
Ｎ
　
（
タ

ン
ゴ
）
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
一
月
二
十
六
日
に
は
、
こ
の
運
動
の
成
果

を
職
員
間
で
共
有
し
よ
う
と
、
職
場
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
し
て
取
り
組
ん
だ
身
近
な

日
常
業
務
の
改
善
事
例
の
発
表
会
を
開
催
し
、

成
果
を
競
い
ま
し
た
。 

　
「
Ｔ
Ａ
Ｎ
　
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は
、
▽
職
員
が

広
く
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
見
直
し
や
新
し
い

業
務
企
画
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の

士
気
を
高
め
、
活
力
あ
る
市
の
組
織
づ
く
り
を

図
る
「
職
員
提
案
制
度
」、
▽
昨
年
一
月
か
ら
始

め
た
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
運
動
を
拡
大
発
展
さ
せ
、

職
場
単
位
で
自
主
的
に
業
務
の
改
革
・
改
善
に

取
り
組
み
、
そ
の
成
果
の
共
有
を
図
る
「
職
場

改
革
実
践
運
動
」
か
ら
な
り
、
職
員
の
意
識
改

革
や
主
体
的
な
取
り
組
み
を
推
奨
し
て
い
く
も

の
で
す
。 

　
成
果
発
表
会
で
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使

っ
て
映
像
で
説
明
す
る「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

発
表
部
門
」
に
五
部
署
、
ま
た
「
書
面
発
表
部

門
」
に
は
十
四
部
署
が
書
面
と
写
真
に
よ
る
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
、
参
加
者
全
員
の
投
票
に
よ

り
審
査
。 

　
結
果
、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
部
門
」

で
は
、
合
併
に
よ
り
広
が
っ
た
農
地
の
転
用
申

請
の
審
査
で
、
委
員
の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
行
う
た
め
現
場
写
真
を
取
り
入
れ

効
率
化
を
図
っ
た
農
業
委
員
会
事
務
局
が
最
優

秀
賞
を
獲
得
。
「
書
面
発
表
部
門
」
で
は
、
「
庁

舎
の
美
化
と
来
庁
者
の
も
て
な
し
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組
ん
だ
大
宮
市
民
局
地
域
総
務
課

の
改
善
運
動
を
報
告
書
大
賞
に
選
ぶ
な
ど
、
職

員
が
一
丸
と
な
り
さ
ら
な
る
改
革
・
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
く
認
識
を
強
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
今
回
、「
職
員
提
案
制
度
」
と
し
て
職
員

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
案
の
中
か
ら
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、
二
百
を
超
え
る
補
助
金
の
概
要

を
冊
子
に
ま
と
め
る
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
補
助

制
度
）
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
」
を
金
賞
に
選
ぶ
な

ど
計
三
提
案
を
優
秀
提
案
と
し
て
選
定
し
、
具

体
化
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

大型スクリーンを使い成果を発表する 
　　　　　　　　プレゼンテーション部門 

　
市
の
常
勤
特
別
職
お
よ
び
教
育
長
の
給
与
と
附
属
機
関
の
委

員
の
報
酬
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
て
き
た
「
京
丹
後
市
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
」（
今
度
勝
会
長
・
五
人
）
が
、
一
月
三
十
一
日
、

市
長
な
ど
の
給
与
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
答
申
を
中
山
市
長
に

対
し
て
行
い
ま
し
た
。 

　
同
審
議
会
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
長
の
諮

問
に
応
じ
て
、
常
勤
ま
た
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
な
ど
を
審
議

す
る
機
関
で
、
一
月
十
六
日
に
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、
慎
重

に
審
議
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
答
申
に
よ
る
給
与
は
、
▽
市
長
八
十
八
万
円
（
現
行
九
十
二

万
円
、
四
・
三
％
減
）、
▽
助
役
七
十
一
万
円
（
現
行
七
十
四
万

円
、
四
・
一
％
減
）、
▽
収
入
役
・
教
育
長
六
十
四
万
円
（
現
行

六
十
七
万
円
、
四
・
五
％
減
）
で
、
年
間
人
件
費
で
は
計
約
二

百
八
十
三
万
円
の
削
減
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
附
属
機
関
の
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
も
、
日
額
七
千

円
（
現
行
九
千
円
）、
半
日
未
満
四
千
円
（
現
行
六
千
円
）
に
引

き
下
げ
る
こ
と
と
し
、
年
間
計
約
三
百
八
十
四
万
円
の
歳
出
削

減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
同
審
議
会
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
行
財
政
改
革
推
進
計

画
、
近
隣
市
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
ま
た
人
事
院
勧
告
に
よ
り
一
般

職
員
の
給
与
が
平
均
四
・
八
％
引
き
下
げ
ら
れ
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て

答
申
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
中
山
市
長
は
「
重
く
受

け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
答
申
書
を
厳
粛

に
受
け
取
り
、
三
月
定
例

市
議
会
に
関
係
条
例
の
改

正
案
を
提
出
し
、
四
月
一

日
か
ら
の
適
用
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。 

中山市長へ答申書を手渡される 

今度勝会長（中）と谷輝一郎会長職務代理 

業務改善の成果を競う 

常勤特別職などの給与を減額へ 京丹後市特別職報酬等審議会から答申 

５ 

５ 
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小・中学校、幼稚園の敷地内を小・中学校、幼稚園の敷地内を 小・中学校、幼稚園の敷地内を 

全面禁煙全面禁煙 全面禁煙 
ご協力をお願いします 

４月１日から４月１日から ４月１日から 

　
市
お
よ
び
市
教
育
委
員
会
で
は
、

四
月
一
日
か
ら
市
内
全
域
の
小
学
校
・

中
学
校
、
幼
稚
園
の
敷
地
内
を
全

面
禁
煙
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

　
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
は
、
心
身

と
も
に
健
全
な
子
ど
も
た
ち
を
育

む
場
で
あ
り
、
か
つ
、
高
い
公
共

性
を
有
す
る
教
育
機
関
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
禁
煙
化
に
つ
い
て
は
率

先
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
健
康
増
進
法
」
に
も
受

動
喫
煙
の
防
止
が
明
記
さ
れ
、
日

本
医
師
会
か
ら
も
内
閣
総
理
大
臣

を
は
じ
め
、
関
係
各
大
臣
に
対
し

て
禁
煙
活
動
推
進
に
関
す
る
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
文
部
科
学
省

の
調
べ
で
は
、
平
成
十
七
年
ま
で

に
全
国
の
公
立
私
立
の
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
約
五
万
三
千
校
の
四
五
％
、

京
都
府
内
の
公
立
学
校
で
は
宮
津

市
や
亀
岡
市
な
ど
五
九
％
が
既
に

全
面
禁
煙
を
実
施
。
京
都
府
の
た

ば
こ
対
策
指
針
で
は
、
平
成
二
十

二
年
ま
で
に
府
内
の
全
学
校
で
全

面
禁
煙
を
実
施
す
る
こ
と
を
努
力

目
標
に
あ
げ
て
い
ま
す
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

事
業
や
地
域
の
行
事
な
ど
で
、
学
校
・

幼
稚
園
の
施
設
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

体
育
館
な
ど
）
を
利
用
さ
れ
る
機

会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
教
育
総
務
課
（
☎

六
九-

〇
六
一
〇
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

子どもたちの 
受動喫煙を防止 

き
ょ
う
と
北
部
二
十
一
世
紀
セ
ミ
ナ
ー

き
ょ
う
と
北
部
二
十
一
世
紀
セ
ミ
ナ
ー 

前
外
務
省
・
外
務
審
議
官

前
外
務
省
・
外
務
審
議
官 

　
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
田
中
均
さ
ん
を
講
師
に

　
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
田
中
均
さ
ん
を
講
師
に 

外
務
省
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
外
交
の
窓
」

外
務
省
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
外
交
の
窓
」 

き
ょ
う
と
北
部
二
十
一
世
紀
セ
ミ
ナ
ー 

前
外
務
省
・
外
務
審
議
官 

　
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
田
中
均
さ
ん
を
講
師
に 

外
務
省
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
外
交
の
窓
」 

　
ア
ジ
ア
の
一
員
と
し
て
、
世
界
の
動
き
や
こ

れ
か
ら
の
国
際
化
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
て
い

た
だ
こ
う
と
、
前
外
務
省
の
外
務
審
議
官
で
、

日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
田
中
均
さ
ん
を
講

師
に
二
月
十
八
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大

宮
町
口
大
野
）
で
「
き
ょ
う
と
北
部
二
十
一
世

紀
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、
世
界
情
勢
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
参
加
者
約
二
百
人
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
本
事
業
は
、
京
都
国
際
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に

よ
り
国
際
理
解
の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
広

く
世
界
情
勢
に
眼
を
向
け
、
ど
の
よ
う
に
国
際

情
勢
を
注
視
す
る
か
を
考
察
す
る
「
国
際
理
解

セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
実
施
。
ま
た
、
外
務
省
が
、

我
が
国
の
外
交

政
策
や
国
際
情

勢
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と

開
催
し
て
い
る

「
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
『
外

交
の
窓
』
」
も
兼

ね
て
行
っ
た
も

の
で
、
京
丹
後

市
で
は
、
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。 

　
午
後
一
時
か
ら
行
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
第

一
部
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
の
動
き
と
日
本
の
課
題
」

を
テ
ー
マ
に
、
田
中
さ
ん
が
講
演
。 

　
田
中
さ
ん
は
、「
外
交
は
理
念
と
現
実
と
の
せ

め
ぎ
合
い
の
中
で
進
ん
で
い
く
。
国
益
を
伸
ば

す
に
は
、
必
ず
他
国
と
の
利
益
の
調
整
を
伴
う
」

と
外
交
の
手
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。 

　
ま
た
、
第
二
部
と
し
て
、
京
都
産
業
大
学
外

国
語
学
部
の
須
藤
眞
志
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
し
て
の
対
談
で
は
、
「
日
本
は
環
境
に

や
さ
し
く
、
社
会
的
平
等
な
質
的
に
高
い
国
で

あ
り
、
大
国
と
し
て
寛
容
さ
を
示
し
な
が
ら
、

ア
ジ
ア
の
指
導
的
な
立
場
で
外
交
を
進
め
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
国
民
の
支
持

を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
、
外
交
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

世界情勢を 

わかりやすく解説された 

　　　　　　田中均さん 

日本を取り巻く世界情勢を解説日本を取り巻く世界情勢を解説 日本を取り巻く世界情勢を解説 
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市
で
は
、
市
長
が
地
域
に
出
向
き
懇
談

さ
せ
て
い
た
だ
く
「
市
政
懇
談
会
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
懇
談
会
は
、
市
の
行
う
施
策
に
つ

い
て
直
接
市
民
の
み
な
さ
ん
と
対
話
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
理
解

と
協
働
意
識
を
深
め
、
市
民
参
画
の
推
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。
一

月
十
八
日
に
は
峰
山
で
、
二
月
七
日
に
は

大
宮
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
八

日
に
は
網
野
で
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
峰
山
・
大
宮
会
場
で
の
懇
談

内
容
を
抜
粋
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

市政への参画を推進 

▼
　
峰
山
地
域
に
は
核
と
な
る
文
化
的
な
施

設
が
な
い
。
だ
れ
で
も
気
軽
に
集
う
こ
と

の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
設
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。 

▼
　
峰
山
地
域
に
は
、
京
都
府
丹
後
文
化
会

館
や
峰
山
地
域
公
民
館
が
あ
り
そ
れ
ら
が

核
と
な
る
施
設
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
以

外
に
と
な
る
と
他
地
域
の
公
民
館
的
施
設

の
整
備
の
あ
り
方
と
の
整
合
性
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
整
合
性
を
図
り
な
が
ら

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か
、
問
題
意

識
を
持
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。 

▼
　
交
通
基
盤
の
充
実
は
地
域
の
発
展
に
欠

か
せ
な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
府
や
近

隣
自
治
体
と
連
携
し
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
道

路
」
の
本
市
域
ま
で
の
一
日
も
早
い
完
成

を
図
る
た
め
の
努
力
を
お
願
い
す
る
。 

▼
　
本
市
と
京
阪
神
方
面
を
つ
な
ぐ
道
路
は

極
め
て
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
。
本
市
は
「
丹

後
・
地
域
高
規
格
道
路
推
進
協
議
会
」
の

代
表
に
な
っ
て
お
り
、
国
や
府
に
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
捉
え
要
望
し
て
い
ま
す
。 

　
　
現
在
、
府
で
は
大
宮
・
網
野
間
の
ル
ー

ト
に
つ
い
て
最
終
段
階
の
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
府
か
ら
の
具
体
的
な

提
案
を
受
け
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
議
会

と
も
相
談
し
、
市
と
し
て
の
意
見
を
踏
ま

え
府
と
相
談
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
早
期
完
成
を
め
ざ
し

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。 

▼
　
市
税
な
ど
の
滞
納
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。
未
納
者
に
対

し
て
は
厳
し
い
対
応
が
必
要
。
行
革
計
画

に
あ
る
よ
う
に
、
徴
収
専
門
官
の
配
置
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

▼
　
滞
納
額
は
十
億
円
程
度
あ
り
、
全
庁
あ

げ
て
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
「
市
滞
納
対

策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
理
事
者
・
管
理
職

で
特
別
徴
収
を
実
施
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
徴
収
専
門
官
の
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
や
導
入
も
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

▼
　
組
織
改
革
案
に
よ
る
と
人
員
削
減
と
本

庁
機
能
強
化
の
た
め
に
市
民
局
を
縮
小
す

る
と
の
こ
と
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か

ら
す
れ
ば
、
市
民
局
を
充
実
さ
せ
本
庁
を

で
き
る
だ
け
ス
リ
ム
化
し
た
方
が
良
い
と

考
え
る
。 

▼
　
国
の
財
源
整
理
な
ど
が
組
織
改
革
の
背

景
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
自
治
体
が
政

策
機
能
を
持
ち
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
本
庁
は
、
執
行
だ
け
で

な
く
企
画
立
案
す
る
機
関
へ
と
変
わ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
庁
へ
機

能
を
集
中
さ
せ
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
　
一
方
、
市
民
局
機
能
も
大
切
だ
と
考
え

て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
も
機
能
を
強
化

し
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
い
面
を
見
せ
ら

れ
る
工
夫
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。 

峰山・大宮で市政懇談会 

各地区で活発な意見交換各地区で活発な意見交換 各地区で活発な意見交換 

地
域
の
核
と
な
る
文
化
的
な 

施
設
の
建
設
を 

1月18日 

峰　山峰　山 峰　山 

峰山地域の課題について述べる稲葉区

長会長（当時） 

京都府丹後文化会館・峰山地域公民館 
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▼
　
大
宮
町
に
は
防
災
行
政
無
線
が
な
く
緊

急
時
の
情
報
伝
達
が
す
ば
や
く
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。
そ
の
整
備
計
画
の
状
況
は
。

ま
た
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
事
業
の
計
画
も

あ
わ
せ
て
教
え
て
ほ
し
い
。 

▼
　
防
災
連
絡
手
段
は
、
屋
外
・
屋
内
の
二

通
り
を
考
え
て
い
ま
す
。
屋
外
に
つ
い
て

は
、
屋
外
拡
声
機
を
全
町
に
整
備
す
る
こ

と
と
し
、
平
成
十
八
年
度
予
算
に
計
上
し

て
い
ま
す
。
屋
内
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｍ
波

の
方
向
を
考
え
て
お
り
、
十
八
年
度
に
調

査
、
十
九
年
度
以
降
整
備
、
二
十
年
度
供

用
開
始
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
は
、
都
市
と

の
情
報
通
信
格
差
が
広
が
ら
な
い
よ
う
行

政
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
と
し
、
十

八
年
度
に
調
査
、
十
九
年
度
以
降
に
整
備

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

▼
　
河
辺
、
善
王
寺
、
口
大
野
保
育
所
を
統

合
し
、
大
宮
北
保
育
所
（
仮
称
）
を
建
設

す
る
と
い
う
計
画
が
あ
る
と
聞
く
。
口
大

野
保
育
所
は
、
ま
だ
新
し
い
施
設
で
あ
る

が
、
統
合
さ
れ
る
の
か
。 

▼
　
大
宮
地
域
で
は
、
旧
町
当
時
か
ら
保
育

所
統
合
計
画
が
あ
り
、
口
大
野
保
育
所
も

河
辺
地
区
ほ
場
整
備
地
内
を
予
定
に
検
討

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
計
画
に

基
づ
き
時
期
や
場
所
の
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
や
保
護
者

の
声
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

▼
　
大
宮
地
域
内
の
公
共
下
水
道
で
は
、
現

在
、
周
枳
・
河
辺
地
区
は
供
用
開
始
と
な

っ
て
い
る
が
、
竹
野
川
よ
り
西
側
の
地
区

の
整
備
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。 

▼
　
下
水
道
整
備
は
、
処
理
場
・
ポ
ン
プ
場

に
近
い
地
区
か
ら
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

竹
野
川
西
側
の
地
区
に
つ
い
て
は
峰
山
方

面
か
ら
の
管
渠
工
事
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

峰
山
町
内
で
の
工
事
進
ち
ょ
く
の
問
題
や

鱒
留
川
横
断
が
あ
り
ポ
ン
プ
場
建
設
が
必

要
で
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
三
坂
交
差

点
ま
で
事
業
認
可
を
受
け
て
い
る
竹
野
川

東
側
の
工
事
の
終
了
後
に
な
り
ま
す
。 

▼
　
国
営
大
野
団
地
で
は
、
営
農
者
の
規
模

縮
小
な
ど
に
よ
っ
て
小
作
契
約
が
で
き
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
行
政
と
し
て
国

営
畑
作
の
営
農
類
型
や
新
規
就
農
対
策
な

ど
の
検
討
を
。 

▼
　
丹
後
の
農
業
は
、
大
き
な
可
能
性
が
あ

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
特
色
あ
る
農
業

と
し
て
有
機
栽
培
や
京
野
菜
な
ど
の
栽
培

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
野
団
地
は
、
葉
た
ば
こ
栽
培
が
多
い
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
連
作
障
害
が
あ
っ
た

り
、
市
況
も
悪
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
葉
た
ば
こ
に
代
わ
る
作
物
と
し
て

茶
を
導
入
し
た
り
、
農
業
生
産
法
人
の
入

植
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
入

植
の
希
望
が
あ
る
の
で
大
野
団
地
の
紹
介

も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

比
較
的
新
し
い
口
大
野
保
育
所
も 

保
育
所
統
合
計
画
に
含
ま
れ
る
の
か 

２月７日 

大　宮大　宮 大　宮 

統合の対象となっている口大野保育所。比

較的新しく昭和58年に建築 

地区の課題について意見を述べる口大野区民 

懇談会の冒頭、あいさつをかねてこれまで

の行政運営や、今後の施政方針について語

る市長（写真は大宮会場） 
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「市民相談室」  「市民相談室」  

◎場　　所　大宮庁舎１階（大宮町口大野） 

◎直通電話　☎69-0217（内線2217） 

◎開 設 日　月曜日～金曜日 

　　　　　　　(祝日および閉庁日は除きます) 

◎時　　間　9：30～16：00　 

◎相談方法　来室いただくか、電話でも構いません。 

相談は無
料で、 

　秘密は
厳守しま

す 

一人ひとりを一人ひとりを  
　　　　　大切に　　　　　大切に  
一人ひとりを一人ひとりを  
　　　　　大切に　　　　　大切に  
一人ひとりを  
　　　　　大切に  

親
身
に
な
っ
て

親
身
に
な
っ
て 

　
　
と
も
に
考
え
ま
す

　
　
と
も
に
考
え
ま
す 

親
身
に
な
っ
て 

　
　
と
も
に
考
え
ま
す 

お気軽に　ご相談くださいお気軽に　ご相談ください お気軽に　ご相談ください 

　一人で悩んだり、心配したり、どうしたらい

いのか、どこへ行けばいいのか…。 

 わからなくなったとき、どうぞお越しください 。

そんなあなたを相談員がお待ちしています。 

　お話をじっくり聞かせていただき、心のつかえや気持ちの迷い

が少しでも軽くなるように、相談員があなたと一緒に考えていき

ます。そして、問題解決の糸口をみつけられるようにお手伝いし

ます。 

 『一人ひとり大切にしたい』そのような思いを込めた「市民相

談室」です。 

住　　所　〒627-0012　京丹後市峰山町杉谷664-1 
電話番号　☎69-5260 
開業時間　9：00～18：00

京丹後ひまわり基金法律事務所 

　
こ
れ
ま
で
弁
護
士
が
常
駐
す
る
弁
護
士
事
務
所

が
な
か
っ
た
京
丹
後
市
に
、
四
月
一
日
、
「
京
丹

後
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」（
峰
山
町
杉
谷
）

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
弁
護
士
が
都
市
部
に
集
中
し
、
地
方
な
ど
に
は

弁
護
士
事
務
所
も
な
い
地
域
が
あ
る
と
い
う
、
弁

護
士
偏
在
の
問
題
が
全
国
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は
、
こ
の
弁
護
士
偏
在

問
題
を
解
決
す
る
活
動
と
し
て
、
地
方
裁
判
所
の

支
部
を
一
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
そ
の
管
内
で

弁
護
士
が
ゼ
ロ
か
一
人
し
か
い
な
い
地
域
を
「
ゼ

ロ
ワ
ン
地
域
」
と
呼
び
、
こ
の
「
ゼ
ロ
ワ
ン
地
域
」

の
解
消
の
た
め
に
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
特
別

会
費
で
積
み
立
て
ら
れ
た
「
ひ
ま
わ
り
基
金
」
を

利
用
し
て
、
「
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
や
「
公
設

事
務
所
」
を
開
設
さ
れ
る
運
動
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
京
都
府
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
三
か
所
（
亀
岡
・

園
部
・
宮
津
）
で
設
置
さ
れ
、
こ
の
四
月
に
「
京

丹
後
」
と
と
も
に
「
山
城
」
で
開
設
。 

　
「
京
丹
後
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」
に
は
、

下
浦
弘
章
（
し
も
う
ら
・
ひ
ろ
あ
き
）
弁
護
士
が

着
任
さ
れ
、
一
般
民
事
事
件
（
取
引
関
係
、
売
掛

金
、
不
動
産
、
借
地
・
借
家
、
損
害
賠
償
・
慰
謝

料
請
求
、
交
通
事
故
、
離
婚
、
相
続
、
遺
言
な
ど
）

や
、
債
務
整
理
関
係
（
自
己
破
産
、
個
人
再
生
、

任
意
整
理
、
過
払
金
請
求
、
ヤ
ミ
金
融
対
策
な
ど
）、

刑
事
事
件
（
捜
査
段
階
で
の
弁
護
活
動
、
保
釈
請

求
、
刑
事
裁
判
で
の
弁
護
人
な
ど
）
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、
身
近
な
場
所
で
相
談
に

応
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

市役所 

峰山 
総合福祉センター 

峰山織物センター 

京丹後ひまわり基金 
　　　　法律事務所 

京丹後ひまわり基金法律事務所 京丹後ひまわり基金法律事務所 
４月１日　開設４月１日　開設 ４月１日　開設 
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　市では、「丹後米」のブランド化を進めるために、
市内の農家のみなさんが栽培されたお米について、
食味計による食味値の計測を行っています。 
　みなさんから持ち込まれた「平成17年産米」の
食味値について、アグリセンター大宮にある食味
計で計測した結果をお知らせします。 

順位 

１ 

１ 

３ 

３ 

３ 

 

検査数 

目標値 

峰山町 

1件 

大宮町 

30件 

網野町 

0件 

丹後町 

25件 

弥栄町 

3件 

久美浜町 

8件 

   地  区  名 

大宮町五十河 

大宮町奥大野 

大宮町新宮 

大宮町新宮 

久美浜町郷 

食味値 

86点 

86点 

85点 

85点 

85点 

たんぱく質 

6.6g 

6.7g 

6.7g 

6.7g 

6.6g

アミロース 

18.0g 

18.0g 

18.1g 

18.1g 

18.0g

水分 

14.8g 

14.7g 

14.7g 

14.5g 

14.5g

脂肪酸 

14.7g 

13.8g 

12.9g 

13.5g 

12.6g

たんぱく質 

7.4g以下 

アミロース 

19.0g以下 

水分 

15.0g以下 

脂肪酸 

12.0g以下 

※食味値100点満点による計測です。 

※この点数は、機械によるもので、人に

よる食味結果ではありません。 

※この食味値は、あくまで目安です。 
■検査数 

■食味値トップ３結果           （平成17年12月９日現在） 

■食味値基準 

食味計の利用申込 

○申 込 先　大宮市民局地域事業課（☎69-0734） 

○持 参 物　サンプル玄米または白米200g・印鑑 

○検査料金　市内在住のかたは無料 

平成17年度 米穀食味値結果 

 

多
彩
的
！

多
彩
的
！ 

 

京
丹
後
生
活

京
丹
後
生
活 

多
彩
的
！ 

 

京
丹
後
生
活 

　
中
国
の
亳
州
市
か
ら
、
海
外
技
術
研
修
生
と
し
て
市
役
所
で
研

修
し
て
い
る
、
柴
・
青
（
さ
い
・
せ
い
）
さ
ん
の
京
丹
後
市
の
印

象
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
研
修
期
間
が
終

わ
り
三
月
十
七
日
に
帰
国
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
柴
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
の
と
お
り
、
月
日
が
経
つ
の
は
と
て

も
早
い
で
す
ね
。
昨
年
の
五
月
に
、
財

団
法
人
・
自
治
体
国
際
化
協
会
の
自
治

体
職
員
協
力
交
流
事
業
の
研
修
生
と
し

て
来
日
し
て
か
ら
も
う
十
か
月
が
経
ち
、

研
修
期
間
が
終
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
京
丹
後
市
の
み
な
さ
ん
は
と
て
も
礼

儀
正
し
く
、
至
る
所
で
心
温
ま
る
ご
招

待
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
こ
の
京
丹
後
市
で
の
研
修
生

活
は
、
私
の
人
生
に
と
っ
て
、
貴
重
な

体
験
と
最

高
の
思
い

出
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

三
月
十
七

日
に
帰
国

し
ま
す
が
、

京
丹
後
市

の
美
し
い

自
然
環
境
、

温
か
い
人

情
は
永
遠
に
忘
れ
ま
せ
ん
。 

 

昨
年
六
月
二
十
三
日
に
京
丹
後
市
に

着
任
し
て
か
ら
、
京
丹
後
市
の
名
勝
旧

跡
の
見
学
を
は
じ
め
、
丹
後
ち
り
め
ん

や
竹
炭
の
工
場
の
視
察
、
保
育
所
・
病

院
・
図
書
館
・
老
人
ホ
ー
ム
・
風
力
発

電
所
・
牧
場
な
ど
の
施
設
を
見
学
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

へ
参
加
し
た
り
、
着
物
の
着
付
け
や
茶

道
、
華
道
、
陶
芸
、
染
色
、
そ
ば
打
ち
、

寿
司
づ
く
り
な
ど
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
学
時
代
か
ら
日
本
の

伝
統
文
化
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
の
文
化
を

肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
日
本
で
は
産
業

化
と
都
市
化
が
進
む
中
で
も
伝
統
が
よ

く
引
き
継
が
れ
て
、
日
本
人
の
昔
の
も

の
に
対
す
る
強
い
愛
着
を
感
じ
、
感
動

し
ま
し
た
。 

 

八
月
に
は
、
留
学
生
探
訪
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
、
日
本
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
た
り
、
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
選
手

権
大
会
に
出
場
し
た
り
し
ま
し
た
。
こ

の
と
き
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
か
た
に
、
京
都
ま
で
紅
葉
狩

り
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
、
紅
葉

が
と
て
も
き
れ
い
で
、
忘
れ
が
た
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

 

十
月
に
は
、
亳
州
市
の
黄
副
市
長
が

京
丹
後
市
を
訪
問
。
私
は
、
着
物
を
着

て
通
訳
と
し
て
副
市
長
を
お
迎
え
し
ま

し
た
が
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
ま

た
、
京
丹
後
市
の
訪
問
団
が
、
亳
州
市

を
訪
問
す
る
と
き
に
同
行
し
、
亳
州
市

の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
や
観
光
地
な
ど
の

説
明
を
し
ま
し
た
。
両
市
の
相
互
訪
問

を
通
じ
て
、
市
民
の
文
化
や
経
済
な
ど

幅
広
い
分
野
で
の
交
流
が
こ
れ
か
ら
進

ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。
両
市
の
交
流

の
一
端
を
担
う
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

　
帰
国
し
て
か
ら
も
、
こ
の
研
修
経
験

を
活
か
し
て
、
亳
州
市
と
京
丹
後
市
の

友
好
交
流
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、

両
市
の
か
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、

今
回
の
研
修
で
、

私
と
交
流
し

て
い
た
だ
い

た
多
く
の
市

民
の
み
な
さ

ん
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
謝

謝
（
シ
ェ
イ
・

シ
ェ
イ
） 

小
学
校
で
亳
州
市
を
紹
介 

き
も
の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加 
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　浄化槽法の一部を改正する法律が、平成18年２月１日から施行されました。 

　今回の改正は、公共用水域の水質保全などの観点から、浄化槽（単独処理浄化槽を含みます）による、し尿お

よび雑排水の適正な処理を図ることを目的としています。 

■浄化槽管理者（浄化槽使用者・設置者など）が、法律上、受検しなければならない

法定検査（浄化槽法第７条・第11条検査）の未受検者に対して、京都府などが指導

や勧告命令を行えるようになりました。 

■法定検査の受検などの命令に従わない場合などは、罰則（30万円以下の過料）が適

用されることがあります。 

　浄化槽設置に問題がない

か、京都府・京丹後市が審

査を行います。 

浄化槽設置届出書の提出 

　浄化槽の機能を維持する

ため、年に１回以上の浄化

槽汚泥の引き抜きが義務づ

けられています。 

浄化槽の清掃 

　浄化槽の機能を維持する

ため、点検・調整・修理を

行うことが義務づけられて

います。 

浄化槽の保守点検 

　浄化槽の使用開始後３か

月～５か月以内に、水質検

査の受検が義務づけられて

います。 

浄化槽法第７条検査 

　浄化槽の機能が発揮され

ているか検査を行います。 

　年に１回の検査が義務づ

けられています。 

浄化槽法第11条検査 

　浄化槽設置工事が完了し

たら、京丹後市へ浄化槽使

用開始届をご提出ください。 

浄化槽使用開始 

　京都府の許可を受けた浄

化槽設置業者が、工事を行

います。 

浄化槽設置工事 

※浄化槽法定検査（第７条・第11条検査）は、京都府の指定を受けた

社団法人 京都保健衛生協会が行います。 

 

※浄化槽の保守点検は、京都府内で登録を行っている業者と保守管理

契約を行ってください。また、浄化槽の清掃は、京丹後市の許可を

受けた業者と契約を行ってください。 

【お問い合わせ先】 

浄化槽法定検査に関するお問い合わせ・申込先……社団法人 京都保健衛生協会（☎075-681-1727） 

浄化槽に関するお問い合わせ…………………………京丹後市上下水道部下水道課（☎69-0550） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府丹後保健所（☎62-1361） 

浄化槽の使用を止められるかたは、京丹後市に浄化槽廃止届けをご提出ください 

浄化槽法の一部が改正されました 

～法定検査を受検しましょう～ 

浄化槽設置から維持管理の流れ 

主な改正点 

➡

➡

➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡

平成18年３月 広報きょうたんご 

　統計調査には、国勢調査や農林業センサス、事業所・企業統計調査などさまざまな調査があり、１年間に概ね

２～３種類の統計調査が実施されています。 

　統計調査で得られた結果は、国や地方公共団体が各種の行政施策を企画・立案するうえでの重要な資料として

利用されています。 

　市では、各種統計調査を円滑に実施するため、事前に市民のかたに統計調査員として登録していただき、調査

の仕事に従事していただく「京丹後市統計調査員登録」を行っています。 

　現在、約110人の市民のかたが登録していただき、調査票の配布や回収、調査書類の審査などにご協力をいた

だいています。登録は、随時受け付けていますので、ご協力をお願いします。 

※詳しくは、企画推進課（☎69-0120）へお問い合わせください。 

　
「
二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
の
指
導
員

と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
羽
賀
孝
一
さ
ん
（
弥

栄
町
野
中
）
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、

一
月
二
十
六
日
に
京
都
市
ア
バ
ン
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
京

都
市
南
区
）
で
開
か
れ
た
「
平
成
十
七
年
度
京
都

統
計
大
会
」
の
席
上
で
、
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

　
羽
賀
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
に
農
林
業
セ
ン
サ

ス
の
調
査
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
五
回
に
わ
た

っ
て
同
調
査
に
従
事
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
国
勢

調
査
や
工
業
統
計
調
査
、
住
宅
土
地
統
計
調
査
な

ど
永
年
に
わ
た
り
数
多
く
の
統
計
調
査
に
献
身
的

に
ご
尽
力
を
賜
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
指
導
員
と
し
て
、
調

査
員
に
対
し
親
切
で
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え

る
な
ど
、
円
滑
な
調
査
の
推
進
に
努
め
て
い
た
だ

き
、
そ
の
熱
意
と
見
識
の
高
さ
が
高
く
評
価
さ
れ

て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
羽
賀
さ
ん
は
、
「
統
計
は
、
国
な
ど
の
指
針
に

な
り
と
て
も
重
要
な
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
も
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
協
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

羽
賀
孝
一
さ
ん
（
弥
栄
町
野
中
）

羽
賀
孝
一
さ
ん
（
弥
栄
町
野
中
） 
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林
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セ
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讃
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〇
五
年
農
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業
セ
ン
サ
ス
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績
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大
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受
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羽
賀
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一
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野
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羽
賀
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〇
五
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林
業
セ
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サ
ス
の
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績
を
讃
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〇
〇
五
年
農
林
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セ
ン
サ
ス
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績
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林
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大
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を
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賞

農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
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羽
賀
孝
一
さ
ん
（
弥
栄
町
野
中
） 

二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
功
績
を
讃
え 

農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞 

羽賀　孝一さん 

統計調査にご協力を 統計調査員を募集しています 統計調査にご協力を 統計調査員を募集しています 

　
二
十
回
目
を
迎
え
た
「
丹
後
ス
キ
ー
大
会
」
（
丹
後
ス
キ

ー
大
会
実
行
委
員
会
・
京
丹
後
市
ス
キ
ー
協
会
主
催
）
が
、

二
月
十
二
日
に
市
営
の
「
ス
イ
ス
村
ス
キ
ー
場
」（
弥
栄
町
野

中
）
で
開
か
れ
、
白
銀
の
世
界
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
五
十
九
人
（
オ

ー
プ
ン
競
技
を
含
み
ま
す
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
大
回
転
競
技

に
二
回
出
走
し
て
合
計
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
選
手
は
、
見
事
な
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
き
、
旗
門
す
れ
す
れ

を
滑
り
抜
け
る
な
ど
、
華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
し
、
観

客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

40歳以上男子の部 

順位 
１ 
２ 
３ 

氏　名 
長田　新一 
後藤　保男 
井谷　匡志 

住　　所 
丹後町間人　 
宮津市中野　 
野田川町四辻 

タイム 
  50.00 
  55.06 
  56.46

30歳以上男子の部 

順位 
１ 
２ 
３ 

氏　名 
大内　伸二 
和田　庄司 
加藤　洋之 

住　　所 
野田川町四辻 
峰山町新町　 
峰山町菅　　 

タイム 
  47.49 
  49.24 
1,49.05

高校生以上男子の部 

順位 
１ 

氏　名 
足立　俊亮 

住　　所 
福知山市夜久野町 

タイム 
  46.42

高校生以上女子の部 

順位 
１ 

氏　名 
井谷　礼子 

住　　所 
野田川町四辻 

タイム 
1,03.70

中学生男子の部 

順位 
１ 
２ 
３ 

氏　名 
後藤　博史 
木村　浩規 
仲川　真平 

住　　所 
 野田川町三河内 
弥栄町溝谷　 
網野町小浜　 

タイム 
  47.75 
  48.70 
  50.79

タイム 
  50.40 
1,01.26

中学生女子の部 

順位 
１ 
２ 

氏　名 
吉岡亜美里 
畑中　優香 

住　　所 
弥栄町溝谷　 
福知山市天田 

小学生高学年男子の部 

順位 
１ 
２ 
３ 

氏　名 
冨田祐二郎 
藤原　光宏 
矢谷　大地 

住　　所 
加悦町算所　 
弥栄町溝谷　 
網野町掛津　 

タイム 
  51.75 
  59.08 
1,00.21

小学生低学年男子の部 

順位 
１ 
２ 
３ 

氏　名 
矢野　広大 
大内　　翔 
小谷　　翔 

住　　所 
岩滝町岩滝　 
野田川町四辻 
弥栄町堤　　 

タイム 
  57.92 
1,17.72 
1,24.56

小学生高学年女子の部 

順位 
１ 
２ 
３ 

氏　名 
後藤　景子 
小石原由貴 
瀬戸　千咲 

住　　所 
宮津市中野　 
網野町新庄　 
宮津市国分　 

タイム 
1,09.89 
1,12.52 
1,16.25

小学生低学年女子の部 

順位 
１ 
２ 
３ 

氏　名 
小石原里佳子 
谷口　夏穂 
加藤あさひ 

住　　所 
網野町新庄　 
丹後町成願寺 
峰山町菅　　 

タイム 
1,39.45 
1,42.75 
1,44.19

※出場時の住所で掲載しています。 
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介護保険制度がかわります介護保険制度がかわります 介護保険制度がかわります 

 みなさんに支えられて、身近な制度として定着した介護保険。　 

 元気なかたが、できるだけ要介護にならないように、また要介護になってからも地域で自立した生活が

送れるように、平成18年度から「新しい介護保険制度」と「地域支援事業」の２本柱で、適切な支援を

提供する仕組みを整備します。 

～元気なかたから要支援・要介護のかたまで、地域でしっ～元気なかたから要支援・要介護のかたまで、地域でしっかり支えていきます～かり支えていきます～ ～元気なかたから要支援・要介護のかたまで、地域でしっかり支えていきます～ 

高齢でも 

元気なかた 

市町村が行う 

介護予防サービス 

（地域支援事業） 

 

　一般向けの介護予

防事業です。 

生活機能低下により、

要支援へ移行する危

険性のあるかた 

生活機能の低下が軽

く、改善する可能性

の高いかた 

生活機能の程度が、

中・重度で介護のサ

ービスが必要なかた 

要支援１、２ 要介護１～５ 

居宅介護支援事業 

　保健師が、介護予防サービスを受け

るかたの計画（介護予防ケアプラン）

を作成します。 

※介護予防ケアプランは、一部ケアマ

ネジャーに委託して作成します。 

　ケアマネジャーが、介護サービスを

受けるかたの計画（介護ケアプラン）

を作成します。 

介護や支援を必要とするかた 

（介護保険の対象者） 

高　齢　者　の　か　た 

地域包括支援センター 

市町村が行う 

介護予防サービス 

（地域支援事業） 

 

　介護保険の対象者

にはならないが、生

活機能が低下してい

るかたや、将来、介

護が必要となる可能

性が高いかたを対象

とするサービスです。 

介護保険の 

介護予防サービス 

（介護予防給付） 

 

　介護保険の対象者

であっても、要介護

状態の程度が軽く、

生活機能が改善する

可能性が高いかたな

どが受けるサービス

です。 

介護保険の 

介護サービス 

（介護給付） 

 

　日常生活で介助を

必要とする度合いの

高いかたが、生活の

維持、改善を図るた

めに受ける介護サー

ビスです。 

要介護状態区分が 

変わります 

新 

新 新 

４月から 
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　高齢者のかたが、住み慣れた地域の中で安心して生活できるように、地域の福祉サービスなどを

利用し、高齢者のかたの生活を総合的に支えていくための拠点として、市町村が主体となって新し

く「地域包括支援センター」を創設します。 

 ここでは、保健師や社会福祉士、主任ケアマネジャーなどが中心になって、介護予防に関するマ

ネジメントをはじめとする高齢者のかたへの総合的な支援を行います。 

保健師 社会福祉士 主任ケアマネジャー 

 ＜こんなことをします・・・＞ 

●介護予防マネジメント 

 　介護予防が必要な対象者のかたの選定や、介護予防ケアプランを作成し、介護 

　　作成し、介護予防サービスの利用を支援します。　　　　　　 

●総合相談・支援 

 　介護保険だけでなく、高齢者や家族からの総合的な相談を受け付け、支援します。 

●権利擁護、虐待早期発見・防止 

 　高齢者のかたの虐待防止や権利擁護に関する相談支援を行います。 

●地域のケアマネジャー支援 

 　よりよい介護のために、ケアマネジャーの活動を支援をします。 

公正・中立性を保つため、「地域包括

支援センター」の設置・運営に関して

協議します。 

介護サービス事業所、介護保険の被保険者、保健・医療・

福祉関係者、地域ケアに関する学識経験者など 

地域包括支援センターが地域包括支援センターが 
地域の相談窓口・介護予防の拠点になります地域の相談窓口・介護予防の拠点になります 

地域包括支援センターが 
地域の相談窓口・介護予防の拠点になります 

地域包括支援センター運営協議会 

地域包括支援センター 

専門職が 

連携して対応します 

※詳しくは、高齢者福祉課（☎69-0330）へお問い合わせください。
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　市では障害のあるかたが、地域社会の

中で自立した生活が送れるように支援す

るための「京丹後市障害者計画」の策定

に取り組んでいます。 

　障害のあるかたの日常生活の状況や、

福祉施策に関する要望やご意見をお聞き

し同計画に反映するため、「身体障害」、「知

的障害」、「精神障害」、「障害児」のかた

それぞれを対象としたニーズ調査を実施

しました。 

　今回は、「障害児調査」で回答の多かっ

た項目をご紹介します。（なお、回答は、

障害児のかたの保護者のかたからいただ

きました） 

・調査対象　市内在住で障害者手帳をお持ちの障害児のかた 

　　　　　　　　　　　　　　105人（平成17年４月１日現在） 

・調査期間　平成17年６月15日～６月30日 

・調査方法　郵送による配布・回収ならびに聞き取り 

・回収結果　58人 

・回 収 率　55.2%

回答をいただいた障害児のかたの年齢 

不明・無回答 

企業などへ就職させたい 

 

上級学校に進学させたい 

入所して訓練などを受けさせたい 

職業訓練施設で訓練を受けさせたい 

Ｑ　お子さんにとってどのような施設、建物を建設する必要があるとお考えですか（複数回答可） 

Ｑ　お子さんの学校卒業後の進路についてどのようにお考えですか 

障害者が老後安心して生活できる施設 

共同で生活でき、介助者がいる施設 

障害に関して相談できる支援センター 

機能回復訓練のための施設 

 

高等技術専門校などの職業訓練のための施設 

「京丹後市障害者計画」「京丹後市障害者計画」 

　策定に向けてのニーズ調査結果　策定に向けてのニーズ調査結果 

「京丹後市障害者計画」 

　策定に向けてのニーズ調査結果 

障害児調査 

共同作業所などの訓練や作業指導を 

受けられる施設に通わせたい 

その他（まだ考えられない・得意なことを活かさせたい・ 
能力にあったところで仕事をさせたい　など） 

通所授産施設、福祉工場、共同作業所などの 

仕事をする施設 

3歳～5歳 3人（5.2％） 不明・無回答 1人（1.7％） 

6歳～11歳 
21人（36.2％） 

15歳～17歳 
22人（37.9％） 

12歳～14歳 
11人（19.0％） 

0 5 10 20

18人（31.0％） 

13人（22.4％） 

9人（15.5％） 

7人（12.1％） 

4人（6.9％） 

4人（6.9％） 

3人（5.2％） 

0 5 2010 15

17人（29.3％） 

16人（27.6％） 

14人（24.1％） 

12人（20.7％） 

11人（19.0％） 

8人（13.8％） 
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社会の障害者に対する理解と関心 

公的年金、手当の増額など所得保障の充実 

障害者の雇用促進 

障害者が安心して入居できる住宅の整備 

障害の程度に応じた職業訓練の充実 

Ｑ　お子さんにとって今後特に必要とされるもの、また強く望みたいことは何ですか（複数回答可） 

放課後、休日、夏休みなどに指導者が配置された 

安心して過ごせる施設の設置 

 以上のようなご意見、ご要望をいただきました 。 

　社会における障害児のかたに対する理解を求める声や、地域で自立した生活を送るための施策の充

実を求める声が多くありました。 

　市においても、より一層障害者のかたへの正しい理解を育む啓発活動を推進するとともに、障害の

状況に応じた適切な支援が図られるように「障害者計画」の中で検討していきます。 

○医療施設に関すること 

 　医療機関への精神科などの設置と増設 

　　福祉医療証の利用範囲の拡大 

　　医療費支援制度の見直しと強化 

○育成・教育に関すること 

 　放課後や休日の過ごし方についての支援充実 

　　地域の保育所、学校への就学についてのまわ

りの理解促進 

　　療育施設の設置充実 

○雇用・就労に関すること 

 　障害者の就労支援の充実 

　　企業に対する障害者雇用の啓発促進 

　　福祉的就労の場以外での就労の場の確保 

○まちづくりに関すること 

 　交通手段の確保と支援充実 

　　行政との対話機会の増大 

○社会参加に関すること 

 　社会の障害者に対する理解の促進 

　　障害者の保護者に対するまわりの理解の促進 

　　行事などの情報提供の充実 

○地域生活に関すること 

 　相談支援センターやグループホームの設置充実 

　　専門家などによる訪問支援の充実促進 

　　福祉サービスの利用負担額の軽減 

　　移動介護の利用充実 

　　障害者自立支援法施行への不安と不満の増大 

満足していないと回答されたかたの主な要望、ご意見（78件)

Ｑ　市の障害者施策に満足していますか 

満足している 
10人（17.2％） 

満足していない 
33人（56.9％） 

無回答 
15人（25.9％） 

0 10 4020 30

29人（50.0％） 

27人（46.6％） 

27人（46.6％） 

23人（39.7％） 

15人（25.9％） 

14人（24.1％） 
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健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 
あなたの健康 

　　応援します 

精神保健福祉相談員から 精神保健福祉相談員から 

　
日
本
で
は
今
や
少
子
高
齢
化
が

言
わ
れ
て
久
し
く
、
こ
と
に
女
性

は
そ
の
人
生
の
三
分
の
一
を
閉
経

後
に
過
ご
す
と
い
う
驚
異
の
時
代

で
す
。 

 

も
と
も
と
女
性
は
閉
経
ま
で
は

一
般
に
男
性
よ
り
も
強
く
元
気
で

あ
る
の
に
、
閉
経
を
期
に
と
た
ん

に
調
子
を
崩
し
て
、
病
気
も
男
性

並
み
に
な
っ
て
し
ま
う
う
え
に
骨

折
ま
で
し
や
す
く
な
る
と
い
う
、

長
命
と
は
う
ら
は
ら
の
皮
肉
な
余

生
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。 

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
病
に
苦
し

み
な
が
ら
で
は
な
く
元
気
で
楽
し

く
長
生
き
し
た
い
も
の
で
す
し
、

経
済
的
に
も
健
康
で
あ
る
こ
と
が

一
番
安
上
が
り
で
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
残
り
三
分
の
一
の
不
安
定
な

時
期
を
い
か
に
元
気
に
過
ご
す
か

が
大
き
な
課
題
と
な
る
わ
け
で
す
。 

 

性
ホ
ル
モ
ン
（
男
性
で
は
ア
ン

ド
ロ
ゲ
ン
、
女
性
で
は
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
）
は
、
生
殖
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

実
は
そ
れ
が
人
間
の
心
身
の
活
力

の
維
持
と
い
う
極
め
て
重
要
な
働

き
を
も
担
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
逆
に

言
う
と
性
ホ
ル
モ
ン
が
枯
渇
す
る

と
人
間
は
そ
の
活
力
を
ひ
ど
く
損

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

閉
経
は
女
性
の
体
内
で
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と

の
現
れ
で
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の

時
期
を
境
に
女
性
が
心
身
の
調
和

の
乱
れ
（
更
年
期
障
害
）
と
そ
れ

に
次
い
で
老
化
の
急
速
な
進
行
を

経
験
す
る
の
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

の
枯
渇
現
象
と
し
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
女
性
の
後

の
三
分
の
一
の
人
生
を
活
力
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
を
補
う
こ
と
が
必
要
で
か

つ
有
効
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
ま

す
し
、
実
際
そ
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
を
実
用
化
し
た
の
が
ホ
ル
モ

ン
補
充
療
法
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）
で
す
。

こ
れ
に
は
予
防
と
治
療
と
の
二
つ

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

 

資
料
に
よ
れ
ば
日
本
で
も
三
十

年
も
前
か
ら
Ｈ
Ｒ
Ｔ
を
試
み
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
ま
で

ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
体
調
を
崩
し
た
と
き
ま
ず

内
科
に
か
か
り
そ
の
ま
ま
Ｈ
Ｒ
Ｔ

の
機
会
を
逃
す
こ
と
が
多
い
、
Ｈ

Ｒ
Ｔ
で
は
子
宮
か
ら
出
血
す
る
、

「
ホ
ル
モ
ン
は
癌
に
な
る
」
と
昔

の
医
者
は
言
っ
た
と
今
で
も
世
間

で
は
言
わ
れ
て
い
る
、
な
ど
が
普

及
を
妨
げ
る
理
由
で
す
。
そ
れ
で

も
こ
の
約
十
年
ば
か
り
で
や
っ
と

広
く
認
知
さ
れ
て
き
て
、
全
国
の

大
学
病
院
で
も
わ
れ
先
に
と

”
ホ

ル
モ
ン
外
来
“
な
る
も
の
が
看
板

を
連
ね
ま
し
た
。
し
か
し
そ
こ
に

水
を
差
し
た
の
が
二
〇
〇
二
年
の

ア
メ
リ
カ
で
の
Ｈ
Ｒ
Ｔ
の
臨
床
試

験
Ｗ
Ｈ
Ｉ
（
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
）
の
報
告
で
す
。
い
わ

く
乳
が
ん
の
発
生
が
増
え
て
危
険

で
あ
る
。
い
わ
く
、
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
が
増
え
る
と
。
こ
の
た
め

に
欧
米
で
も
日
本
で
も
蜂
の
巣
を

つ
つ
い
た
よ
う
な
大
パ
ニ
ッ
ク
、

あ
れ
ほ
ど
熱
心
だ
っ
た
人
た
ち
が 

 

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法 

　
　
　
　
　
　
―
パ
ニ
ッ
ク
と
そ
の
後
―

　
　
　
　
　
　
―
パ
ニ
ッ
ク
と
そ
の
後
― 

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法 

　
　
　
　
　
　
―
パ
ニ
ッ
ク
と
そ
の
後
― 

丹後ふるさと病院 

　産婦人科　大田　美則医師 

　　相談窓口 

市役所各市民局 

京都府丹後保健所 

　　　 主な対応者 

保健師 

嘱託医師、相談員、保健師 

　こころの不調を判断するバロメーターは、何だと思いますか？　何か複雑な心理テスト？　 

 意外と思われるかもしれませんが、不調を判断するバロメーターは、実は生活の基本である「睡眠」、「食事」

の状態です。相談員は、この点を詳しく確認しながらお話をお伺いします。 

 「なかなか眠れず、日中の生活に支障がある」、「昼夜が逆転する」、「食欲がなく、食べていても砂をかむよう

に味がない」など…。 

 身体的に、特に問題がないのにこのような状況が続くようなら、こころの問題についても考えてみる必要があ

ります。 

　ご本人が、このことに気づいて相談・受診されればよいのですが、ときとしてご本人よりもご家族などの周囲

のかたが気づかれることがあります。 

 精神科領域では、ご家族の相談からある程度の見当をつけながら対応を一緒に考え、ご本人のこころの健康回

復に結びつけていくことも多いのです。 

 「本人が病院へ行く気がないから」とあきらめず、ま

ず問題に気づいているご家族だけでも病院や相談窓口の

戸を叩いてみてください。 

 こころの健康も、からだの健康同様、早期発見・早期

対応が大切なのです。 
※来所される場合は、事前に電

話でご予約ください。 

W
e
m
e
n
's H
e
a
lth
 

Ih
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e
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手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
Ｈ
Ｒ

Ｔ
に
否
定
的
に
な
り
ま
し
た
。
と

言
っ
て
も
そ
れ
は
主
に
医
師
の
間

で
の
こ
と
で
、
当
の
Ｈ
Ｒ
Ｔ
を
受

け
て
い
た
患
者
さ
ん
た
ち
は
意
外

と
冷
静
で
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
た

め
に
治
療
を
止
め
た
人
は
半
分
も

い
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
結
果
が

出
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ

れ
は
そ
の
ま
ま
正
し
い
の
で
し
ょ

う
か
。 

 

Ｗ
Ｈ
Ｉ
が
調
べ
た
対
象
は
当
然

な
が
ら
白
人
と
黒
人
（
と
も
に
乳

が
ん
や
血
栓
症
が
も
と
も
と
多
い
）

が
多
く
、
肥
満
が
多
く
（
平
均
Ｂ

Ｍ
Ｉ
が
二
八
・
五
―
こ
れ
は
身
長

が
一
六
〇
㎝
な
ら
体
重
は
七
三
㎏

に
相
当
！
）
、
喫
煙
者
が
半
分
を

占
め
、
高
血
圧
の
人
が
三
分
の
一

と
い
う
、
”ア
メ
リ
カ
で
は
普
通
“
の

ハ
イ
リ
ス
ク
集
団
で
す
。
（
ア
メ

リ
カ
で
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
と

違
い

”貧
困
階
層
“
と
言
わ
れ
る

人
た
ち
に
も
肥
満
は
多
い
の
で
す

ね
。
）
ま
た
使
っ
た
ホ
ル
モ
ン
剤

も
昔
な
が
ら
の
Ｃ
Ｅ
Ｅ
（
日
本
で

は
プ
レ
マ
リ
ン
）
と
い
う
飲
み
薬

で
、
こ
れ
は
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て

血
液
を
固
ま
ら
せ
る
凝
固
因
子
と

い
う
た
ん
ぱ
く
質
を
増
や
す
の
で

す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
動
脈
硬
化

を
防
ぐ
の
に
結
果
と
し
て
逆
に
血

栓
が
ら
み
の
病
気
（
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
）
が
増
え
る
の
は
こ
の
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
こ
の
試
験
に
は
不
備
な
点
が

多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
論
だ

け
が
舞
い
上
が
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。 

 

そ
の
後
パ
ニ
ッ
ク
か
ら
よ
う
や

く
覚
め
て
き
た

”先
生
“
た
ち
が

Ｗ
Ｈ
Ｉ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
も
っ
と

き
ち
ん
と
し
た
調
査
を
日
本
で
も

や
る
べ
き
だ
と
言
い
始
め
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
と
人
種

が
違
う
し
、
今
で
は
プ
レ
マ
リ
ン

以
外
に
も
っ
と
安
全
な
薬
が
あ
る

し
、
Ｗ
Ｈ
Ｉ
の
対
象
も
方
法
も
日

本
の
実
情
と
は
か
け
は
な
れ
て
い

る
の
で
す
か
ら
当
然
の
動
き
で
す
。 

 

閉
経
以
後
の
女
性
の
健
康
を
考

え
る
う
え
で
Ｈ
Ｒ
Ｔ
は
避
け
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
今

の
と
こ
ろ
こ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る

ほ
ど
の
優
れ
た
治
療
法
が
ま
だ
な

い
か
ら
で
す
。
と
は
い
え
、
Ｗ
Ｈ

Ｉ
が
指
摘
し
た
乳
が
ん
が
増
え
る

可
能
性
に
つ
い
て
は
日
本
で
も
か

ね
て
か
ら
危
惧
さ
れ
て
い
る
問
題

で
あ
り
、
か
つ
Ｈ
Ｒ
Ｔ
と
は
無
関

係
に
乳
が
ん
自
体
が
増
加
し
つ
つ

あ
る
今
日
、
こ
と
の
ほ
か
注
意
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
場
合

に
Ｈ
Ｒ
Ｔ
で
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
併

用
さ
れ
る
黄
体
ホ
ル
モ
ン
に
問
題

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

今
後
も
っ
と
安
全
な
黄
体
ホ
ル
モ

ン
を
開
発
す
る
こ
と
が
提
供
す
る

側
の
急
務
で
し
ょ
う
。 

 

乳
が
ん
に
限
ら
ず
、
今
の
と
こ

ろ
が
ん
の
発
生
を
避
け
る
方
法
（
予

防
法
）
は
な
く
、
対
策
と
し
て
は

治
療
で
き
る
早
期
に
発
見
し
て
治

す
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。
Ｈ
Ｒ
Ｔ
を

受
け
て
い
る
集
団
で
は
そ
う
で
な

い
集
団
に
比
べ
て
乳
が
ん
の
発
生

率
が
多
少
高
い
が
、
乳
が
ん
に
よ

る
死
亡
率
は
低
く
寿
命
は
長
い
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
示
唆
に

富
む
報
告
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制

度
で
す
。
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
か
た
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
自
営
業
者
の
か
た
や
学
生
の
か
た
な
ど
は
「
第
一
号
被
保
険

者
」
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
や
公
務
員
の
か
た
は
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
と
同
時
に
「
第
二
号
被
保
険
者
」

に
、
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
か
た
は

「
第
三
号
被
保
険
者
」
に
な
り
ま
す
。 

　
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
や
が
て
必
ず
訪
れ
る
長
い

老
後
の
収
入
を
、
国
が
約
束
し
て
く
れ
る
年
金
制
度
で
す
。 

　
ま
た
、
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
病

気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も

を
残
し
て
父
親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し

て
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
加
入
手
続
き
は
、「
第
一
号
被
保
険
者
」
は
市
役
所
で
、「
第

三
号
被
保
険
者
」
は
配
偶
者
の
か
た
の
勤
務
先
な
ど
を
経
由
し

て
行
い
ま
す
。「
第
二
号
被
保
険
者
」
は
厚
生
年
金
保
険
な
ど

の
加
入
手
続
き
に
あ
わ
せ
て
行
う
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
「
第
一
号
被
保
険
者
」
と
な
る
か
た
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た

ら
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
学
生
で
あ
る
場
合
な
ど
、
収
入
が
少
な
い
た
め
に
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（「
学

生
納
付
特
例
制
度
」・「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」・「
保
険
料
免

除
（
半
額
・
全
額
）
制
度
」） 

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
と
、
万
一
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

な
ど
、
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市
民
局
地
域
総
務
課
ま
た
は
京
都
社

会
保
険
事
務
局
舞
鶴
事
務
所
（
☎
〇
七
七
三
ー
七
六
ー
八
八
二

二
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

国民年金の加入手続きをしましょう 新成人のみな
さん 
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シリーズシリーズ 
地球温暖化防止⑪地球温暖化防止⑪ 
シリーズ 
地球温暖化防止⑪ 

Ⅺ　生活の中の 

　　　　温暖化対策６ 

　　　　（ライフスタイル） 

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
（
ロ
ハ
ス
）

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
（
ロ
ハ
ス
） 

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
（
ロ
ハ
ス
） 

気
軽
に
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

気
軽
に
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ 

気
軽
に
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ 

終
わ
り
に

終
わ
り
に 

終
わ
り
に 

 

家
庭
で
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

み
は
じ
め
た
ら
、
実
際
に
ど
れ
く

ら
い
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
が

で
き
た
か
を
知
り
た
く
な
り
ま
せ

ん
か
？ 

 

そ
の
よ
う
な
と
き
に
便
利
な
も

の
が
、
毎
月
の
電
気
や
ガ
ス
な
ど

の
使
用
量
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
月
ご
と
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
量
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
環

境
家
計
簿
」
で
す
。 

 

環
境
省
や
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
、
誰
で
も
無
料
で
登
録

し
て
簡
単
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
環
境
家
計
簿
」
が
あ
り
ま

す
。 

 

月
ご
と
や

前
年
同
月
と

の
比
較
、
全

国
平
均
と
の

比
較
な
ど
が
、

見
や
す
い
表

や
グ
ラ
フ
に

し
て
表
示
さ

れ
ま
す
。「
環

境
家
計
簿
」

以
外
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
楽

し
い
情
報
が

満
載
で
す
。 

●環境省：我が家の環境大臣ホームページ 

 http://www.eco-family.jp/ 

●京都府：インターネット環境家計簿 

 http://www.pref.kyoto.jp/kankyo/kakeibo/

   

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
と
い
う
言
葉
が
、

最
近
マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

『L
ife
sty
le
s 
o
f 
H
e
a
lth
 

a
n
d
 
S
u
sta
in
a
b
ility

』
の
頭
文

字
を
と
っ
て｢

ロ
ー
ハ
ス｣

ま
た
は

「
ロ
ハ
ス
」
と
読
み
ま
す
が
、「
健

康
と
持
続
可
能
性
を
意
識
し
た
生

活
様
式
」
と
し
て
最
近
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

も
と
も
と
は
、
ア
メ
リ
カ
生
ま

れ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
用
語
で
、

「
環
境
と
健
康
に
関
心
が
あ
り
、

社
会
に
対
す
る
問
題
意
識
が
高
く
、

実
際
の
行
動
に
移
す
人
々
」
を
指

す
造
語
で
す
。 

 

日
本
で
は
、
「
自
分
自
身
の
快
適

さ
と
地
球
環
境
の
持
続
を
両
立
さ

せ
よ
う
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
暮

ら
す
生
活
ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
、

ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
イ
メ
ー
ジ

を
も
つ
単
語
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

    

「
環
境
を
守
る
た
め
に
、
○
○

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い

う
義
務
感
で
行
う
の
で
は
な
く
、

「
楽
し
い
＝
継
続
で
き
る
」
と
い

う
の
が
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
連
載
で
ご

紹
介
し
た
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
む
と
き
も
、
ま
ず
は
気
軽
に

「
気
持
ち
い
い
・
楽
し
い
」
と
前

向
き
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
し
て
、
少
し
ず
つ
毎
日
の
生

活
の
中
で
の
出
来
事
や
行
動
が
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
か

ど
う
か
自
分
で
考
え
て
い
っ
て
、

そ
の
結
果
と
し
て
自
分
の
考
え
方

や
暮
ら
し
方
を
変
え
て
い
け
ば
、

環
境
に
も
自
分
自
身
に
も
よ
り
よ

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

     

地
球
温
暖
化
の
原
因
や
そ
の
影

響
の
現
れ
方
は
、
す
べ
て
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
説
明
し
た
こ

と
以
外
の
原
因
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
が
複
雑
に
関
連
し
あ
う
こ
と

で
、
予
想
外
の
大
き
な
影
響
が
現

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
す
で
に
大
気
中
に
大
量

に
放
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
は
、

長
期
間
に
わ
た
っ
て
影
響
し
続
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

さ
ら
に
、
「
京
都
議
定
書
」
は
実

効
性
の
あ
る
取
り
決
め
と
し
て
の

「
は
じ
め
の
一
歩
」
で
す
が
、
そ

こ
で
定
め
た
目
標
で
す
ら
達
成
は

難
し
い
状
況
で
す
。 

 

し
か
し
、
温
暖
化
の
影
響
を
少

し
で
も
抑
え
る
た
め
に
、
私
た
ち

市
民
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
は
今
の

「
豊
か
な
生
活
」
と
両
立
す
る
も

の
で
す
。 

 

「
環
境
」
は
、
私
た
ち
が
先
祖

か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

「
子
孫
」
か
ら
預
か
っ
て
い
る
大

切
な
財
産
で
す
。 

 

こ
の
「
大
切
な
財
産
」
を
守
る

た
め
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
、

今
す
ぐ
実
行
し
ま
し
ょ
う
。  
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省エネ性マーク 

「燃費基準達成車」 
ステッカー 

直
線
翼
垂
直
軸
型
風
力
発
電
機 

（
ス
イ
ス
村
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
風
力
発
電
施
設
） 

省
エ
ネ
住
宅 

２
　
省
資
源
・
ゴ
ミ
減
量
・
節
水 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
号
） 

１
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
十
月
号
） 

４
　
「
緑
の
消
費
者
」
（
一
月
号
） 

３
　
交
通
・
輸
送
（
十
二
月
号
） 

５
　
住
宅
（
二
月
号
） 

   

○
電
力 

 

・
冷
房
は
二
十
八
度
、
暖
房
は
二
十
度 

 

・
電
灯
や
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
を
や

め
る 

 

・
洗
濯
は
ま
と
め
て
洗
う 

 

・
電
気
コ
タ
ツ
の
下
に
断
熱
シ
ー
ト
を
敷

く 

 

・
使
わ
な
い
と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く 

 

・
電
気
ポ
ッ
ト
の
保
温
機
能
は
使
わ
な
い 

 

・
電
子
レ
ン
ジ
を
上
手
に
使
う 

 

・
冷
蔵
庫
は
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い 

 

・
温
水
便
座
の
ふ
た
を
閉
め
る 

○
ガ
ス
・
灯
油 

 

・
お
風
呂
は
さ
め
な
い
う
ち
に
続
け
て
入

る 

 

・
シ
ャ
ワ
ー
は
流

し
っ
ぱ
な
し
に

し
な
い 

 

・
給
湯
器
の
能
力

設
定
を
適
切
に

調
整 

 

・
鍋
は
底
を
拭
い

て
か
ら
ガ
ス
コ

ン
ロ
に 

 

・
食
器
洗
い
乾
燥

機
を
使
う 

○
総
合 

 

・
家
族
が
同
じ
部
屋
で
過
ご
す 

 

・
家
電
等
を
買
う
時
に
省
エ
ネ
性
能
を
確

認
す
る 

   

○
省
資
源
・
ゴ
ミ
減
量
（
４
Ｒ
） 

 

・
買
い
物
袋
の
持
参
・
過
剰
包
装
を
断
る 

 

・
必
要
以
上
に
買
わ
な
い 

 

・
修
理
で
き
る
物
・
長
く
使
え
る
物
を
選

ぶ 

 

・
詰
め
替
え
製
品
を
選
ぶ 

 

・
短
期
し
か
利
用
し
な
い
物
は
リ
ー
ス
を

活
用
す
る 

 

・
裏
紙
の
利
用 

 

・
バ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
リ
サ

イ
ク
ル
店
の
活
用 

 

・
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
の
商
品
を
選
ぶ 

 

・
資
源
・
廃
品
回
収
に
協
力
す
る 

 

・
生
ご
み
を
コ
ン
ポ
ス
ト
（
堆
肥
）
に
す

る 

 

・
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
製
品
を
使
う 

○
節
水 

 

・
蛇
口
か
ら
の
流
し
っ
放
し
を
し
な
い 

 

・
風
呂
の
残
り
湯
を
利
用
す
る 

 

・
雨
水
を
た
め
て
お
い
て
利
用
す
る 

    

  

○
自
家
用
車
利
用
の
配
慮 

 

・
小
排
気
量
車
・
低
燃
費
車
へ
の
買
い
替

え 

 

・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
（
車
載
機
の
利

用
） 

 

・
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る 

 

・
近
距
離
の
移
動
は
徒
歩
・
自
転
車
で 

  

○
環
境
を
意
識
し
た
消
費
行
動 

 

・
省
資
源
の
た
め
に
「
４
Ｒ
」
の
実
践 

 

・
環
境
ラ
ベ
ル
を
見
て
商
品
を
選
ぶ 

 

・
環
境
対
策
に
積
極
的
な
メ
ー
カ
ー
・
販

売
店
の
商
品
を
選
ぶ 

 

・
「
旬
」
、「
地
元
産
の
も
の
」
を
選
ぶ 

  

○
省
エ
ネ
・
長
寿
命
住
宅 

 

・
新
築
・
大
規
模
改
築
時
の
工
夫
（
断
熱
・

気
密
性
） 

 

・
良
質
で
長
持
ち
す
る
設
計 

 

・
増
改
築
し
や
す
い
設
計 

○
木
造
住
宅
・
敷
地
等
の
緑
化 

 

・
木
材
は
素
材
そ
の
も
の
が
温
暖
化
対
策 

 

・
緑
化
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収 

○
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用 

 

・
日
差
し
や
風
を
生
活
に
と
り
こ
む
工
夫 

 

・
太
陽
光
発
電
・
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
・

小
型
風
力
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
の
設
置 

   

『
家
庭
で
で
き
る

『
家
庭
で
で
き
る 

　
　
　
温
暖
化
対
策
』
一
覧

　
　
　
温
暖
化
対
策
』
一
覧 

『
家
庭
で
で
き
る 

　
　
　
温
暖
化
対
策
』
一
覧 



平成18年３月 広報きょうたんご 

24

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

白丸で囲ってある部分が宅内へ伸びる給水管。 

管の色がグレーや黒であれば非鉛管 

講
演
会
な
ど
の
催
し
物
を 

各
町
で
も
開
催
を 

　
京
丹
後
市
で
は
、
著
名
人
を
招
い
て
の
講

演
会
や
、
当
地
方
で
は
観
る
こ
と
の
で
き
な

い
催
し
物
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
会
場
が
峰
山
中
心
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
気
に
な
り
ま
す
。
舞
台
装
置
の
有

無
や
収
容
人
員
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
や
む
を

得
な
い
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
各
町
に

は
合
併
前
か
ら
公
民
館
な
ど
の
施
設
も
あ
り

ま
す
。 

　
今
後
、
講
演
会
な
ど
の
催
し
物
を
企
画
す

る
時
に
は
峰
山
ば
か
り
で
な
く
各
町
の
施
設

を
利
用
す
る
な
ど
、
一
考
願
い
ま
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
開
催
で
き
る

よ
う
配
慮
し
ま
す 

　
講
演
会
な
ど
の
開
催
場
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
き
な
ホ
ー
ル
と
し
て
昭
和
五
十
五
年

に
完
成
し
た
丹
後
文
化
会
館
が
あ
り
、
合
併

前
か
ら
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
中
規
模
な
も
の
と
し
て
は
、

ア
ミ
テ
ィ
丹
後
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
、

京
丹
後
市
福
祉
事
務
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ

ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
体
育
館

や
公
民
館
な
ど
を
利
用
し
て
講
演
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
市
が
行
う
講
演
会
な
ど
は
多
く
の
分
野
の

も
の
が
あ
り
、
実
施
は
各
担
当
部
署
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
後
の
調
整
が

で
き
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
各
市

民
局
単
位
で
取
り
組
ん
で
い
る
講
演
会
、
研

修
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

　
多
く
の
か
た
に
参
加
し
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
収
容
人
数
、
舞
台
装
置
や
交
通

の
便
な
ど
を
考
慮
し
開
催
場
所
を
決
定
し
て

い
る
た
め
、
特
定
の
施
設
や
地
域
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

市
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
な
ど
に

つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
特
定
の
地
域
に
偏

ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
趣
旨
・
規
模
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
開
催
す
る
よ
う
、
よ
り

一
層
、
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
企
画
推
進
課
】 

鉛
の
水
道
管
の
安
全
性
は
？ 

　
水
道
管
の
石
綿
管
使
用
に
つ
い
て
は
、
広

報
紙
で
安
全
性
が
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
鉛

管
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？ 

　
現
在
、
水
道
管
は
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
が
主

流
だ
と
思
い
ま
す
が
、
以
前
の
鉛
管
が
市
内

で
ど
の
く
ら
い
残
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

そ
の
安
全
性
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

　
鉛
管
を
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
に
替
え
る
場
合
、

そ
の
費
用
は
個
人
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
自
宅
の
水
道
管
が

鉛
管
か
ど
う
か
調
べ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
で
す
か
。 

【
無
記
名
】 

水
質
基
準
に
適
合
し
た
安
全
な
水

を
供
給
し
て
い
ま
す 

　
鉛
管
に
つ
い
て
は
、
さ
び
が
発
生
せ
ず
柔

軟
性
に
富
み
、
加
工
・
修
繕
が
容
易
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
主
に
道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

配
水
管
か
ら
各
家
庭
ま
で
を
つ
な
ぐ
吸
水
管

に
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
古

く
か
ら
水
道
整
備
を
行
っ
て
い
た
峰
山
町
上

水
道
や
久
美
浜
町
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
の

一
部
に
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
地
区
で
は
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
や
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
な
ど
で
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
水
道
水
の
鉛
の
水
質
基
準
は
、
平
成
十
五

年
度
に
改
正
さ
れ
、
一
リ
ッ
ト
ル
中
の
含
有

量
は
〇
・
〇
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
か
ら
〇
・
〇
一

ミ
リ
グ
ラ
ム
に
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
水
の

供
給
の
た
め
、
給
水
栓
で
採
水
し
て
水
質
検

査
を
行
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
地
区
も
水
質

基
準
に
適
合
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
鉛
管
を
使
用
し
て
い
る
ご
家
庭

で
と
く
に
留
守
な
ど
で
長
期
間
水
道
を
使
用

し
な
い
時
は
、
多
少
の
鉛
の
溶
出
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
念
の
た
め
最
初
の
水
を
バ
ケ
ツ

一
杯
程
度
飲
用
以
外
に
有
効
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

　
水
道
本
管
か
ら
各
家
庭
に
給
水
す
る
給
水

管
や
宅
内
配
管
を
含
め
た
給
水
装
置
は
、
原

則
、
私
有
財
産
で
あ
る
た
め
布
設
替
え
に
つ

い
て
は
個
人
負
担
で
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
維
持
管
理
の
難
し
い

公
道
下
に
あ
る
給
水
管
に
つ
い
て
は
、
市
が

下
水
道
工
事
に
併
せ
布
設
替
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
な
お
、
ご
自
分
の
家
の
水
道
管
の
確
認
に

つ
い
て
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
っ
て

い
る
前
後
の
水
道
管
を
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
の
入
っ
て
い
る
ボ
ッ
ク
ス
の
な
か

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
お
お
わ
れ
て
い
る

場
合
は
確
認
が
困
難
で
す
が
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
材
質
の
確
認
が
で
き
ま
す
。 

　
今
後
も
引
き
続
き
計
画
的
に
布
設
替
え
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

Ｑ 

Ｑ 

Ａ 

Ａ 
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補助ステップのある市営バス車両（写真

は川上線車両） 

い
し
ま
す
。 

【
水
道
課
】 

市
営
バ
ス
を
体
の
不
自
由
な
人
で

も
乗
り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を 

　
市
営
バ
ス
で
通
院
し
て
い
ま
す
。
人
工
関

節
を
入
れ
て
い
る
の
で
歩
く
の
が
大
変
で
す
。

市
営
バ
ス
は
段
が
高
く
て
足
が
届
か
ず
、
ま

た
、
手
す
り
も
少
な
く
て
高
い
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
ほ
か
の
乗
客
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
乗
る
な
ど
し
て
い
ま
す
が
大
変
で
す
。 

　
ス
テ
ッ
プ
が
下
が
る
バ
ス
な
ど
を
利
用
し

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
は
大
変
助
か
り
ま

し
た
。
乗
り
や
す
い
バ
ス
の
工
夫
を
し
て
い

た
だ
け
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

【
市
内
・
女
性
】 

車
両
更
新
時
な
ど
に
改
善
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す 

　
現
在
、
近
年
購
入
し
た
市
営
バ
ス
の
車
両

で
は
、
補
助
ス
テ
ッ
プ
装
置
な
ど
に
よ
り
乗

降
の
際
の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
車
両
に
つ
い
て
も
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
今
後
の
車
両
更
新
時

に
お
い
て
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
市
営
バ
ス
の
低
床
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
利
用
の
利
便
性
向
上
の
た
め
必
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
全
車
両
に
つ

い
て
乗
降
設
備
（
乗
降
口
の
数
、
乗
降
ス
テ

ッ
プ
、
ス
ロ
ー
プ
設
置
な
ど
）
の
整
備
を
図

り
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
の
検
討
も

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
で
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
ち

経
済
的
で
わ
か
り
や
す
く
、
使
い
や
す
い
魅

力
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
め
ざ
し
、
京
丹
後
市
地
域
交
通
会

議
を
昨
年
十
二
月
六
日
に
設
立
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
市
の
ほ
か
、
国
・
府
、
民
間

バ
ス
事
業
者
、
バ
ス
利
用
者
な
ど
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
な

ど
し
て
利
用
実
態
を
把
握
し
地
域
の
実
情
に

即
し
た
「
改
善
実
行
計
画
」
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

車
両
の
低
床
化
に
つ
い
て
も
同
会
議
の
な
か

で
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

【
市
民
課
】 

十
二
月
初
旬
の
大
雪
の
時
の
除
雪

が
遅
い 

 

①
月
曜
か
ら
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
火
曜
日
の
正
午
現
在
で
も
除
雪

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
国
道
は
除
雪
作
業
中
、

旧
町
道
に
至
っ
て
は
、
ほ
っ
た
ら
か
し
・
・
・
。

合
併
以
前
の
網
野
町
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
す
。 

 

月
曜
日
の
午
前
中
の
国
道
は
、
木
津
〜
網

野
間
は
大
渋
滞
で
一
時
間
以
上
か
か
る
始
末
。

ど
う
し
て
早
急
な
除
雪
が
で
き
な
い
の
か
問

い
合
わ
せ
た
ら
、
お
役
所
仕
事
ら
し
く
、
国

道
と
市
道
は
違
う
の
で
す
と
の
回
答
。
あ
き

れ
て
物
も
言
え
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
冬
の
時
期
は
観
光
客
も
多
く
、
雪
が

降
る
と
大
変
な
季
節
。
除
雪
が
遅
れ
て
事
故

に
つ
な
が
れ
ば
、
天
災
で
な
く
人
災
な
ん
じ

ゃ
な
い
の
で
す
か
？ 

　
②
野
間
地
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。
前
は
も

っ
と
早
く
に
除
雪
を
し
て
い
た
の
に
、
最
近

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
遅
い
の
で
す
か
。
住
ん
で

い
る
人
が
少
な
い
か
ら
遅
く
な
っ
て
も
い
い

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。 

【
無
記
名
】 

除
雪
期
間
前
で
の
緊
急
対
応
で
あ
り

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
　

　
市
で
は
、
除
雪
期
間
を
十
二
月
十
五
日
か

ら
翌
年
三
月
十
五
日
と
し
、
毎
年
の
除
雪
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
十
二
月
初

旬
の
近
年
に
な
い
早
い
時
期
の
積
雪
に
よ
り
、

除
雪
期
間
前
で
は
あ
り
ま
し
た
が
緊
急
対
応

と
し
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
路
線
を
は
じ
め
、
市

内
各
所
で
道
路
の
渋
滞
が
発
生
す
る
な
ど
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

 

市
で
は
、
冬
の
観
光
客
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
管
内
の
国
道
や
府
道
な
ど
に
つ
い
て
、

京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所
に
「
国
府
道
除
雪

に
関
す
る
要
望
」
を
提
出
し
、
そ
の
中
で
前

年
の
反
省
点
を
踏
ま
え
て
、
特
に
配
慮
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

積
雪
な
ど
の
最
新
の
道
路
状
況
を
丹
後
土
木

事
務
所
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
に
対

応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
国
道
１
７
８

号
引
原
峠
は
、
現
在
、
京
都
府
丹
後
土
木
事

務
所
に
よ
る
道
路
改
良
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
、
工
事
期
間
は
二
月
下
旬
ご
ろ
の
予
定
で

す
。
な
お
、
片
側
通
行
規
制
は
、
昨
年
末
で

解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
京
丹
後
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
す
べ
て
の
除
雪
を
原
則
と
し
て
業
者
に

委
託
」
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
の
あ
り
ま
す
野
間
地
区
の
除
雪
に
つ

い
て
で
す
が
、
委
託
に
当
た
っ
て
は
旧
弥
栄

町
当
時
に
行
っ
て
い
た
除
雪
水
準
を
維
持
で

き
る
よ
う
業
者
と
の
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
積
雪
は
、
除
雪
シ
ー
ズ
ン
前
の

降
雪
で
あ
っ
た
た
め
準
備
不
足
な
ど
に
よ
り
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。 

 

市
で
は
、
京
都
府
と
の
連
携
を
密
に
し
て

路
線
の
確
保
に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
道
路
を
通
行
さ
れ
る

み
な
さ
ん
に
可
能
な
限
り
ご
不
便
を
お
か
け

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
精
一
杯
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

【
管
理
課
】 

Ｑ 

Ｑ 

Ａ 

Ａ 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

３月の休館日 
13日（月）・20日（月）・21日（火）・27日（月） 

４月の休館日 
３日（月）・４日（火）・10日（月） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

 
※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の３月10日以降、次号発行日
の４月10日までを掲載しています。 

 図書館（室）にある本はみんなの本です。お互いに

気持ちよく読めるように、本は大切に扱い、返却期限

を守ってください。 

 自分で図書検索用のパソコンを使って探すこともで

きますが、図書館の資料のことを知っている職員にお

聞きください。貸出中のときには予約をして優先的に

借りることもできます。その図書館（室）にない本で

も、他の図書館から取り寄せて借りることもできます。 

　みなさんの希望される資料を探すお手伝いをするの

も図書館の職員の仕事です。お気軽に声をかけてくだ

さい。 

 平成15年に、網野町出身の松尾幸之助さん（京都市

在住）から、約6,000冊もの本を寄贈していただきま

した。 

　松尾さんは、網野町内で教員として勤められた後、

小学校長や向日市教育長などを歴任されました。 

　「ふるさとのみなさんに読んでいただきたい」と、

貴重な図書の寄贈の申し出をいただき、あみの図書館

では、松尾さんからの寄贈本には背ラベルに緑色の丸

いシールを貼って「松尾文庫」として登録しています。

文学全集から哲学、囲碁などの趣味の本まで幅広い分

野の本がありますので、ぜひご利用ください。 

　３月になり卒業・進学などの準備を進める時期となりました。 

　身の回りの整理をされる中で、図書館の本が出てきましたら、至急返却してください。 

　また、市外への転出などにより利用資格がなくなる場合には、各図書館・図書室へ利用カードをお返

しください。 

～本を大切に～ 図書館か
らのお願

い 

探している本が見つからない！ときは 

松尾文庫　あみの図書館所蔵松尾文庫　あみの図書館所蔵 

探している本が見つからない！ときは 

松尾文庫　あみの図書館所蔵 
『ズッコケ中年三人組』　（ポプラ社） 

那須正幹　著 

　『それいけズッコケ三人組』をはじめとする児童

書「ズッコケ三人組」シリーズの大人版です。 

　「ズッコケ」シリーズと言えば、子どものころに

読んだというかたも多いと思います。小学６年生だ

った主人公のハチベエ、ハカセ、モーちゃんも40歳

になり、それぞれに家庭を持っているので、最初は

なんだか違和感があります。しかし、ある日突然三

人の前に、小学生のときに対決した怪盗Ｘが現れま

す。それからは、楽しいズッコケ三人組ワールドが

展開します。 

 「ズッコケ三人組」シリーズがなつかしく手にと

るかたも、今までシリーズを読んだことのないかた

も十分に楽しめる本です。ぜひお読みください。 

 

本書を所蔵している館　峰山図書館・あみの図書館 

　　　　　　　　　　　弥栄図書室・久美浜図書室 

おすすめの本おすすめの本 おすすめの本 

松尾文庫の一部。閉架書庫にもたくさん所蔵

していますので、職員にお尋ねください。 
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京
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財
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財
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〜
網
野
町
　

〜
網
野
町
　 

　
　
郷
村
断
層
（
ご
う
む
ら
だ
ん
そ
う
）
〜

　
　
郷
村
断
層
（
ご
う
む
ら
だ
ん
そ
う
）
〜 

〜
網
野
町
　 

　
　
郷
村
断
層
（
ご
う
む
ら
だ
ん
そ
う
）
〜 

郷村断層 

　
今
月
は
、
網
野
町
郷
・
生
野
内
・
高
橋

に
保
存
さ
れ
て
い
る
郷
村
断
層
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

断
層
と
は
、
大
地
に
刻
ま
れ
た
割
れ
目

の
こ
と
で
す
。
断
層
ラ
イ
ン
の
片
側
で
は
、

地
面
が
盛
り
上
が
り
、
も
う
一
方
は
沈
ん

で
い
く
と
い
う
場
合
が
多
く
、
長
い
地
球

の
歴
史
の
中
で
現
在
の
地
形
を
形
づ
く
る

う
え
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
断
層
は
、
徐
々
に
ひ
ず
み
を
蓄
え
て

い
き
、
限
界
が
き
た
と
き
に
動
き
ま
す
。

断
層
が
動
い
た
時
に
は
、
ゆ
れ
（
地
震
）

が
生
じ
ま
す
。 

 

郷
村
断
層
は
、
網
野
町
郷
を
中
心
と
し

て
北
北
西
〜
南
南
東
方
向
に
約
一
八
㌔
メ

ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
の
び
る
断
層
帯
の
こ

と
で
す
。
四
〜
十
一
本
の
小
断
層
か
ら
構

成
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
断
層
は
、
西
側
が
盛
り
上
が
り
、

盛
り
上
が
っ
た
地
盤
が
他
の
一
方
に
の
し

上
が
る
、
左
ず
れ
の
逆
断
層
で
す
。
日
本

の
活
断
層
の
多
く
が
こ
れ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。 

 

こ
の
郷
村
断
層
が
動
い
て
起
こ
っ
た
地

震
が
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
三
月

七
日
午
後
六
時
二
十
七
分
四
十
一
秒
一
〜

二
に
起
こ
っ
た
丹
後
震
災
（
北
丹
後
地
震
）

で
す
。
震
源
地
は
、

網
野
町
郷
小
字
樋

口
付
近
で
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
、

震
度
六
相
当
の
規

模
で
し
た
。 

 

こ
の
時
に
動
い

た
断
層
は
、
地
表

面
に
も
数
多
く
痕
跡
を
残
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
生
野
内
・
高
橋
地
点
は
、
覆
屋
の

中
に
保
存
さ
れ
、
郷
地
点
で
は
、
ず
れ
た

状
態
の
ま
ま
道
が
復
旧
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
も
こ
の
三
か
所
の
痕
跡
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

近
年
の
国
営
農
地
開
発
事
業
に
伴
う
、

網
野
町
生
野
内
の
ス
ガ
町
古
墳
群
・
大
宮

町
善
王
寺
の
阿
婆
田
窯
跡
・
同
町
口
大
野

の
通
り
古
墳
群
の
発
掘
調
査
で
は
、
丹
後

震
災
に
伴
っ
て
過
去
の
遺
構
を
切
る
よ
う

に
断
層
に
よ
る
ず
れ
や
地
滑
り
・
地
割
れ

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
残
さ
れ
た
地
震
の
爪
跡
を
見

る
と
、
こ
の
時
の
地
震
の
大
き
さ
が
実
感

で
き
ま
す
。 

 

丹
後
震
災
の
被
害
状
況
や
そ
の
後
の
復

興
の
記
録
と
し
て
、
京
都
府
が
作
成
し
た

「
奥
丹
後
震
災
誌
」
に
よ
れ
ば
、
京
丹
後

市
域
全
体
の
被
害
状
況
は
、
家
屋
全
壊
四

千
三
百
八
十
四
棟
・
半
壊
四
千
三
百
八
十

四
棟
・
全
焼
四
千
五
十
六
棟
・
半
焼
七
十

四
棟
、
死
者
二
千
四
百
四
十
人
・
重
傷
者

一
千
五
十
三
人
・
軽
傷
者
一
千
四
百
三
十

七
人
と
い
う
大
惨
事
で
し
た
。 

 

そ
の
一
方
で
、
現
在
ほ
ど
情
報
網
が
発

達
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
、
被
災
地
の
救

助
の
手
は
驚
く
ほ
ど
早
く
の
び
て
い
た
こ

と
も
同
書
か
ら
わ
か
り
ま
す
。 

 

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
九
月
一

日
に
は
、
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
て
い
ま

し
た
。
京
丹
後
市
域
で
は
、
そ
の
少
し
前

の
五
月
二
十
三
日
に
発
生
し
た
北
但
馬
震

災
に
よ
っ
て
、
久
美
浜
町
を
中
心
に
被
害

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
大
震
災
の
記
憶
が
、

鮮
明
に
残
る
時
期
に
さ
ら
に
起
こ
っ
た
震

災
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
丹
後
震
災
の
爪
跡
を

現
在
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
年
十
二
月
十

七
日
に
、
国
指
定
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昔
か
ら
恐
ろ
し
い
も
の
に
「
地
震
・
雷
・

火
事
・
親
父
」
と
、
地
震
が
ト
ッ
プ
に
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
地
震
が
起
こ
る
と

複
合
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
起
こ
る
た

め
だ
と
思
い
ま
す
。
震
災
を
過
去
の
も
の

と
せ
ず
忘
れ
な
い
こ
と
が
、
日
ご
ろ
の
災

害
へ
の
備
え
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

　「平成17年度共同募金運動（赤い羽根募金）」および、「歳末たすけあい募金」では、たいへん多
くのみなさんにご協力をいただき、ありがとうございました。 
　みなさんからお寄せいただいた「赤い羽根募金」は、平成18年度の府内福祉施設整備や京丹後市
社会福祉協議会が行う地域福祉事業に使われます。 
　また、「歳末たすけあい募金」は、昨年末に京丹後市社会福祉協議会から、支援を必要とするか
たが地域で安心して暮らすことができように、特にお困りのかたに配分させていただきました。 
　赤い羽根共同募金のホームページ「はねっと」http://hanett.akaihana.or.jp/sys/frame.aspで
配分内容をご覧いただけます。 

共同募金運動（赤い羽根募金） 

9,667,899円 

歳末たすけあい募金 

8,905,757円 

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 
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人口・世帯数

男　　　31,351人

女　　　33,823人

計　　　65,174人

世帯数　21,998世帯

　　（２月１日現在）

　
節
分
の
日
に
あ
わ
せ
二
月
二
日
・

三
日
の
二
日
間
、
網
野
町
浅
茂
川

地
区
の
数
え
年
で
厄
年
三
十
六
歳

の
男
性
が
、
太
鼓
を
た
た
き
な
が

ら
町
内
を
巡
る
、
伝
統
の
﹁
浅
茂

川
節
分
太
鼓
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
昭
和
四
十
六
年
・
四

十
七
年
生
ま
れ
の
か
た
で
構
成
さ

れ
る
﹁
猛
心
会
︵
も
う
し
ん
か
い
︶﹂

︵
足
立
俊
治
会
長
・
十
八
人
︶
が
、

こ
の
日
の
た
め
に
、
昨
年
十
一
月

か
ら
、
地
元
の
浦
嶋
太
鼓
保
存
会

の
指
導
を
受
け
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
夜
が
ま
だ
明
け
き
ら
な
い
早
朝

に
集
合
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
二
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
町
内
の

家
や
保
育
所
な
ど
約
三
百
五
十
か

所
を
二
日
間
に
わ
た
っ
て
巡
回
。

息
の
あ
っ
た
勇
壮
な
太
鼓
の
音
を

町
中
に
響
か
せ
、
一
年
の
厄
よ
け

と
幸
せ
を
祈
り
ま
し
た
。

　
二
月
二
日
の
午
前
十
時
か
ら
は
、

網
野
保
育
所
︵
澤
絹
代
所
長
・
九

十
一
人
︶
を
訪
れ
、﹁
ド
ッ
コ
イ
、

ド
ッ
コ
イ
、
ド
ッ
コ
イ
、
ド
ッ
コ

イ
﹂
の
か
け
声
と
と
も
に
威
勢
の

い
い
ば
ち
さ
ば
き
を
披
露
。
ま
た
、

演
奏
後
に
は
、
メ
ン
バ
ー
が
鬼
に

扮
し
て
登
場
す
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
怖
が
り
な
が
ら
も
、﹁
福
は
内
！

鬼
は
外
！
﹂
と
声
を
あ
わ
せ
て
豆

を
投
げ
つ
け
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か

に
楽
し
み
ま
し
た
。

豪快な演奏で厄よけと幸せを願う豪快な演奏で厄よけと幸せを願う 節分太鼓節分太鼓節分太鼓豪快な演奏で厄よけと幸せを願う

化粧まわし姿で化粧まわし姿で
　　掛け声勇ましく街を駆け巡る　　掛け声勇ましく街を駆け巡る 百度打ち百度打ち百度打ち
化粧まわし姿で
　　掛け声勇ましく街を駆け巡る

網
野
保
育
所
で

　
勇
ま
し
い
演
奏
を
披
露

　
丹
後
町
間
人
の
岡
成
地
区
で
二
月
五
日
、
相

撲
の
化
粧
回
し
を
つ
け
街
を
駆
け
巡
る
、
伝
統

の
﹁
百
度
打
ち
﹂
が
行
わ
れ
、
家
内
安
全
や
無

病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
﹁
百
度
打
ち
﹂
は
、
豊
漁
を
願
い
江
戸
時
代

か
ら
続
く
行
事
で
、
大
相
撲
の
巡
業
が
訪
れ
た

こ
と
か
ら
化
粧
ま
わ
し
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
さ
れ
、
毎
年
節
分
近
く
の
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
寒
波
の
影
響
で
例
年
に
も
増
す
寒
さ
と
な
っ

た
こ
の
日
、
二
十
代
・
三
十
代
を
中
心
と
し
た

若
者
十
一
人
が
、
華
や
か
な
化
粧
ま
わ
し
を
つ

け
、
赤
い
鉢
巻
き
に
わ
ら
じ
姿
で
、
午
前
七
時

過
ぎ
に
岡
成
公
民
館
を
出
発
。
途
中
で
海
か
ら

小
石
を
六
個
ひ
ろ
い
、
﹁
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し

ょ
い
﹂
と
威
勢
の
い
い
掛
け
声
を
あ
げ
な
が
ら

街
を
駆
け
抜
け
、
﹁
三
柱
︵
み
は
し
ら
︶
﹂
・
﹁
稲

荷
﹂
・
﹁
早
尾
︵
は
や
お
︶
﹂
の
三
神
社
に
奉
納

し
ま
し
た
。

寒風吹きすさぶ中、化粧まわし姿の若者が、

威勢よく街を駆け抜けました


